
Ⅶ 大学のガバナンス改革に関する 

学校教育法改正について
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学校教育法及び国立大学法人法の
一部を改正する法律について（概要）

趣 旨

概 要

施行期日

１．学校教育法の改正

＜副学長の職務について＞第９２条第４項関係

・副学長は、学長を助け、命を受けて校務をつかさどることとする

＜教授会の役割について＞第９３条関係

・教授会は、学長が教育研究に関する重要な事項について決定を行うに当たり意見
を述べることとする

・教授会は、学長及び学部長等がつかさどる教育研究に関する事項について審議
し、及び学長及び学部長等の求めに応じ、意見を述べることができることとする

２．国立大学法人法の改正

＜学長選考の基準・結果等の公表について＞第１２条関係

・学長選考会議は学長選考の基準を定めることとする

・国立大学法人は、学長選考の基準、学長選考の結果その他文部科学省令で定め
る事項を、遅滞なく公表しなければならないこととする

＜経営協議会＞第２０条第３項、第２７条第３項関係

・国立大学法人等の経営協議会の委員の過半数を学外委員とする

＜教育研究評議会＞第２１条第３項関係

・国立大学法人の教育研究評議会について、教育研究に関する校務をつかさどる
副学長を評議員とする

＜その他＞附則関係

・新法の施行の状況、国立大学法人を取り巻く社会経済情勢の変化等を勘案し、学
長選考会議の構成その他国立大学法人の組織及び運営に関する制度について検
討を加え、必要があると認めるときは、所要の措置を講ずる

平成２７年４月１日

大学運営における学長のリーダーシップの確立等のガバナンス改革を促進するため、
副学長・教授会等の職や組織の規定を見直すとともに、国立大学法人の学長選考の
透明化等を図るための措置を講ずる。
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○
学
校
教
育
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
（
第
一
条
関
係
）

新
旧
対
照
表

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

第
九
十
二
条

大
学
に
は
学
長
、
教
授
、
准
教
授
、
助
教
、
助
手

第
九
十
二
条

大
学
に
は
学
長
、
教
授
、
准
教
授
、
助
教
、
助
手

及
び
事
務
職
員
を
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
教
育

及
び
事
務
職
員
を
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
教
育

研
究
上
の
組
織
編
制
と
し
て
適
切
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、

研
究
上
の
組
織
編
制
と
し
て
適
切
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、

准
教
授
、
助
教
又
は
助
手
を
置
か
な
い
こ
と
が
で
き
る
。

准
教
授
、
助
教
又
は
助
手
を
置
か
な
い
こ
と
が
で
き
る
。

②

大
学
に
は
、
前
項
の
ほ
か
、
副
学
長
、
学
部
長
、
講
師
、
技

②

大
学
に
は
、
前
項
の
ほ
か
、
副
学
長
、
学
部
長
、
講
師
、
技

術
職
員
そ
の
他
必
要
な
職
員
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
。

術
職
員
そ
の
他
必
要
な
職
員
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
。

③

学
長
は
、
校
務
を
つ
か
さ
ど
り
、
所
属
職
員
を
統
督
す
る
。

③

学
長
は
、
校
務
を
つ
か
さ
ど
り
、
所
属
職
員
を
統
督
す
る
。

④

副
学
長
は
、
学
長
を
助
け
、
命
を
受
け
て
校
務
を
つ
か
さ
ど

④

副
学
長
は
、
学
長
の
職
務
を
助
け
る
。

る
。

⑤
～
⑩

（
略
）

⑤
～
⑩

（
略
）

第
九
十
三
条

大
学
に
、
教
授
会
を
置
く
。

第
九
十
三
条

大
学
に
は
、
重
要
な
事
項
を
審
議
す
る
た
め
、
教

授
会
を
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

②

教
授
会
は
、
学
長
が
次
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
決
定
を
行

（
新
設
）

う
に
当
た
り
意
見
を
述
べ
る
も
の
と
す
る
。

一

学
生
の
入
学
、
卒
業
及
び
課
程
の
修
了

二

学
位
の
授
与

三

前
二
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
教
育
研
究
に
関
す
る
重

要
な
事
項
で
、
学
長
が
教
授
会
の
意
見
を
聴
く
こ
と
が
必
要

で
あ
る
と
認
め
る
も
の

③

教
授
会
は
、
前
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
学
長
及
び
学

（
新
設
）

部
長
そ
の
他
の
教
授
会
が
置
か
れ
る
組
織
の
長
（
以
下
こ
の
項

に
お
い
て
「
学
長
等
」
と
い
う
。
）
が
つ
か
さ
ど
る
教
育
研
究

に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
審
議
し
、
及
び
学
長
等
の
求
め
に
応

じ
、
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。

④

教
授
会
の
組
織
に
は
、
准
教
授
そ
の
他
の
職
員
を
加
え
る
こ

②

教
授
会
の
組
織
に
は
、
准
教
授
そ
の
他
の
職
員
を
加
え
る
こ

と
が
で
き
る
。

と
が
で
き
る
。
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○
国
立
大
学
法
人
法
（
平
成
十
五
年
法
律
第
百
十
二
号
）
（
第
二
条
関
係
）

新
旧
対
照
表

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
役
員
の
任
命
）

（
役
員
の
任
命
）

第
十
二
条

学
長
の
任
命
は
、
国
立
大
学
法
人
の
申
出
に
基
づ
い

第
十
二
条

学
長
の
任
命
は
、
国
立
大
学
法
人
の
申
出
に
基
づ
い

て
、
文
部
科
学
大
臣
が
行
う
。

て
、
文
部
科
学
大
臣
が
行
う
。

２

前
項
の
申
出
は
、
第
一
号
に
掲
げ
る
委
員
及
び
第
二
号
に
掲

２

前
項
の
申
出
は
、
第
一
号
に
掲
げ
る
委
員
及
び
第
二
号
に
掲

げ
る
委
員
各
同
数
を
も
っ
て
構
成
す
る
会
議
（
以
下
「
学
長
選

げ
る
委
員
各
同
数
を
も
っ
て
構
成
す
る
会
議
（
以
下
「
学
長
選

考
会
議
」
と
い
う
。
）
の
選
考
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

考
会
議
」
と
い
う
。
）
の
選
考
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

３
～
６

（
略
）

３
～
６

（
略
）

７

第
二
項
に
規
定
す
る
学
長
の
選
考
は
、
人
格
が
高
潔
で
、
学

７

第
二
項
に
規
定
す
る
学
長
の
選
考
は
、
人
格
が
高
潔
で
、
学

識
が
優
れ
、
か
つ
、
大
学
に
お
け
る
教
育
研
究
活
動
を
適
切
か

識
が
優
れ
、
か
つ
、
大
学
に
お
け
る
教
育
研
究
活
動
を
適
切
か

つ
効
果
的
に
運
営
す
る
こ
と
が
で
き
る
能
力
を
有
す
る
者
の
う

つ
効
果
的
に
運
営
す
る
こ
と
が
で
き
る
能
力
を
有
す
る
者
の
う

ち
か
ら
、
学
長
選
考
会
議
が
定
め
る
基
準
に
よ
り
、
行
わ
な
け

ち
か
ら
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

れ
ば
な
ら
な
い
。

８

国
立
大
学
法
人
は
、
第
二
項
に
規
定
す
る
学
長
の
選
考
が
行

（
新
設
）

わ
れ
た
と
き
は
当
該
選
考
の
結
果
そ
の
他
文
部
科
学
省
令
で
定

め
る
事
項
を
、
学
長
選
考
会
議
が
前
項
に
規
定
す
る
基
準
を
定

め
、
又
は
変
更
し
た
と
き
は
当
該
基
準
を
、
そ
れ
ぞ
れ
遅
滞
な

く
公
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

９

（
略
）

８

（
略
）

（
経
営
協
議
会
）

（
経
営
協
議
会
）

第
二
十
条

国
立
大
学
法
人
に
、
国
立
大
学
法
人
の
経
営
に
関
す

第
二
十
条

国
立
大
学
法
人
に
、
国
立
大
学
法
人
の
経
営
に
関
す

る
重
要
事
項
を
審
議
す
る
機
関
と
し
て
、
経
営
協
議
会
を
置
く

る
重
要
事
項
を
審
議
す
る
機
関
と
し
て
、
経
営
協
議
会
を
置
く

。

。

２

経
営
協
議
会
は
、
次
に
掲
げ
る
委
員
で
組
織
す
る
。

２

経
営
協
議
会
は
、
次
に
掲
げ
る
委
員
で
組
織
す
る
。

一

学
長

一

学
長

二

学
長
が
指
名
す
る
理
事
及
び
職
員

二

学
長
が
指
名
す
る
理
事
及
び
職
員

三

当
該
国
立
大
学
法
人
の
役
員
又
は
職
員
以
外
の
者
で
大
学

三

当
該
国
立
大
学
法
人
の
役
員
又
は
職
員
以
外
の
者
で
大
学
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に
関
し
広
く
か
つ
高
い
識
見
を
有
す
る
も
の
の
う
ち
か
ら
、

に
関
し
広
く
か
つ
高
い
識
見
を
有
す
る
も
の
の
う
ち
か
ら
、

次
条
第
一
項
に
規
定
す
る
教
育
研
究
評
議
会
の
意
見
を
聴
い

次
条
第
一
項
に
規
定
す
る
教
育
研
究
評
議
会
の
意
見
を
聴
い

て
学
長
が
任
命
す
る
も
の

て
学
長
が
任
命
す
る
も
の

３

経
営
協
議
会
の
委
員
の
過
半
数
は
、
前
項
第
三
号
の
委
員
で

３

前
項
第
三
号
の
委
員
の
数
は
、
経
営
協
議
会
の
委
員
の
総
数

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

の
二
分
の
一
以
上
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４
～
６

（
略
）

４
～
６

（
略
）

（
教
育
研
究
評
議
会
）

（
教
育
研
究
評
議
会
）

第
二
十
一
条

国
立
大
学
法
人
に
、
国
立
大
学
の
教
育
研
究
に
関

第
二
十
一
条

国
立
大
学
法
人
に
、
国
立
大
学
の
教
育
研
究
に
関

す
る
重
要
事
項
を
審
議
す
る
機
関
と
し
て
、
教
育
研
究
評
議
会

す
る
重
要
事
項
を
審
議
す
る
機
関
と
し
て
、
教
育
研
究
評
議
会

を
置
く
。

を
置
く
。

２

教
育
研
究
評
議
会
は
、
次
に
掲
げ
る
評
議
員
で
組
織
す
る
。

２

教
育
研
究
評
議
会
は
、
次
に
掲
げ
る
評
議
員
で
組
織
す
る
。

一

学
長

一

学
長

二

学
長
が
指
名
す
る
理
事

二

学
長
が
指
名
す
る
理
事

三

学
部
、
研
究
科
、
大
学
附
置
の
研
究
所
そ
の
他
の
教
育
研

三

学
部
、
研
究
科
、
大
学
附
置
の
研
究
所
そ
の
他
の
教
育
研

究
上
の
重
要
な
組
織
の
長
の
う
ち
、
教
育
研
究
評
議
会
が
定

究
上
の
重
要
な
組
織
の
長
の
う
ち
、
教
育
研
究
評
議
会
が
定

め
る
者

め
る
者

四

そ
の
他
教
育
研
究
評
議
会
が
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
学
長

四

そ
の
他
教
育
研
究
評
議
会
が
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
学
長

が
指
名
す
る
職
員

が
指
名
す
る
職
員

３

前
項
各
号
に
掲
げ
る
者
の
ほ
か
、
学
校
教
育
法
第
九
十
二
条

（
新
設
）

第
二
項
の
規
定
に
よ
り
副
学
長
（
同
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り

教
育
研
究
に
関
す
る
重
要
事
項
に
関
す
る
校
務
を
つ
か
さ
ど
る

者
に
限
る
。
）
を
置
く
場
合
に
は
、
当
該
副
学
長
（
当
該
副
学

長
が
二
人
以
上
の
場
合
に
は
、
そ
の
副
学
長
の
う
ち
か
ら
学
長

が
指
名
す
る
者
）
を
評
議
員
と
す
る
。

４
～
６

（
略
）

３
～
５

（
略
）

（
経
営
協
議
会
）

（
経
営
協
議
会
）

第
二
十
七
条

大
学
共
同
利
用
機
関
法
人
に
、
大
学
共
同
利
用
機

第
二
十
七
条

大
学
共
同
利
用
機
関
法
人
に
、
大
学
共
同
利
用
機

関
法
人
の
経
営
に
関
す
る
重
要
事
項
を
審
議
す
る
機
関
と
し
て

関
法
人
の
経
営
に
関
す
る
重
要
事
項
を
審
議
す
る
機
関
と
し
て

、
経
営
協
議
会
を
置
く
。

、
経
営
協
議
会
を
置
く
。

２

経
営
協
議
会
は
、
次
に
掲
げ
る
委
員
で
組
織
す
る
。

２

経
営
協
議
会
は
、
次
に
掲
げ
る
委
員
で
組
織
す
る
。

一

機
構
長

一

機
構
長
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二

機
構
長
が
指
名
す
る
理
事
及
び
職
員

二

機
構
長
が
指
名
す
る
理
事
及
び
職
員

三

当
該
大
学
共
同
利
用
機
関
法
人
の
役
員
又
は
職
員
以
外
の

三

当
該
大
学
共
同
利
用
機
関
法
人
の
役
員
又
は
職
員
以
外
の

者
で
大
学
共
同
利
用
機
関
に
関
し
広
く
か
つ
高
い
識
見
を
有

者
で
大
学
共
同
利
用
機
関
に
関
し
広
く
か
つ
高
い
識
見
を
有

す
る
も
の
の
う
ち
か
ら
、
次
条
第
一
項
に
規
定
す
る
教
育
研

す
る
も
の
の
う
ち
か
ら
、
次
条
第
一
項
に
規
定
す
る
教
育
研

究
評
議
会
の
意
見
を
聴
い
て
機
構
長
が
任
命
す
る
も
の

究
評
議
会
の
意
見
を
聴
い
て
機
構
長
が
任
命
す
る
も
の

３

経
営
協
議
会
の
委
員
の
過
半
数
は
、
前
項
第
三
号
の
委
員
で

３

前
項
第
三
号
の
委
員
の
数
は
、
経
営
協
議
会
の
委
員
の
総
数

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

の
二
分
の
一
以
上
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４
～
６

（
略
）

４
～
６

（
略
）
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大
学
に
お
け
る
内
部
規
則
・
運
用
見
直
し
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
（学
校
教
育
法
の
改
正
関
係
）

チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト

具
体
的
な
確
認
事
項

確
認
に
あ
た
っ
て
の
留
意
事
項

①
教
授
会
の
必
置

（
第
９
３
条
第
１
項
関
係
）
◆
教
授
会
が
必
置
の
機
関
と
さ
れ
て
い
る
か
。

※
第
９
３
条
第
１
項
は
、
改
正
前
に
引
き
続
き
、
教
授
会
を
必
置
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

②
学
長
の
最
終
的
な
決
定

権
の
担
保

（
第
９
２
条
第
３
項
、
第
９

３
条
第
２
項
、
第
３
項
関

係
）

◆
校
務
に
関
す
る
最
終
的
な
決
定
権
が
学
長
に
あ
る
こ
と
が
担

保
さ
れ
て
い
る
か
。

※
学
長
の
最
終
的
な
決
定
権
が
担
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
必
要
。
学
長
が
判
断
の
一
部
を
教
授
会
等
に
委

任
す
る
こ
と
は
、
学
長
に
最
終
的
な
決
定
権
が
担
保
さ
れ
て
い
る
限
り
、
法
律
上
禁
止
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い

が
、
教
授
会
の
判
断
が
直
ち
に
大
学
の
判
断
と
な
り
、
学
長
が
異
な
る
判
断
を
行
う
余
地
が
な
い
よ
う
な
形
で

権
限
を
委
譲
す
る
こ
と
は
、
法
律
の
趣
旨
に
反
す
る
。

◆
国
立
大
学
や
法
人
化
さ
れ
た
公
立
大
学
に
つ
い
て
は
、
教
育

公
務
員
特
例
法
に
基
づ
い
て
教
授
会
に
権
限
を
認
め
る
規
定

が
、
改
正
法
の
趣
旨
に
反
す
る
よ
う
な
形
で
残
っ
て
い
な
い
か
。

※
国
立
大
学
及
び
法
人
化
さ
れ
た
公
立
大
学
に
つ
い
て
は
、
法
人
化
以
降
は
教
育
公
務
員
特
例
法
で
定
め

ら
れ
た
教
員
の
選
考
等
に
関
す
る
規
定
は
適
用
さ
れ
な
い
こ
と
を
踏
ま
え
、
内
部
規
則
の
適
切
な
総
点
検
・

見
直
し
を
行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
。

③
重
要
事
項
に
関
す
る
意

思
決
定
手
続

（
第
９
３
条
第
２
項
関
係
）

◆
「
学
生
の
入
学
、
卒
業
及
び
課
程
の
修
了
」
、
「
学
位
の
授
与
」

「
前
項
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
教
育
研
究
に
関
す
る
重
要
事

項
で
、
教
授
会
の
意
見
を
聴
く
こ
と
が
必
要
な
も
の
と
し
て
学
長

が
定
め
る
も
の
」
に
つ
い
て
、
学
長
が
決
定
を
行
う
に
際
し
て
、
教

授
会
が
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
、
ど
の
よ
う
に
担
保
さ
れ
て
い
る

か
。

※
左
記
の
事
項
に
つ
い
て
は
、
今
回
の
法
改
正
に
よ
っ
て
、
学
長
が
決
定
を
行
う
に
際
し
て
、
教
授
会
が
意

見
を
述
べ
る
こ
と
と
さ
れ
た
れ
た
こ
と
か
ら
、
相
応
の
内
規
の
整
備
が
求
め
ら
れ
る
。

◆
「
前
項
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
教
育
研
究
に
関
す
る
重
要

事
項
で
、
教
授
会
の
意
見
を
聴
く
こ
と
が
必
要
な
も
の
と
し
て
学

長
が
定
め
る
も
の
」
が
、
適
切
に
定
め
ら
れ
て
い
る
か
。
現
時
点

で
定
め
ら
れ
て
い
な
い
場
合
に
は
、
ど
の
よ
う
な
形
で
定
め
る
予

定
か
。

※
学
長
に
よ
る
定
め
方
は
、
学
長
裁
定
や
学
長
決
定
な
ど
様
々
な
方
法
が
考
え
ら
れ
る
。

※
学
長
が
教
授
会
の
意
見
を
聴
く
こ
と
が
必
要
な
事
項
を
定
め
る
際
に
は
、
教
授
会
の
意
見
を
聴
い
て
定
め

る
こ
と
。
そ
の
際
、
教
授
会
の
意
見
を
参
酌
す
る
よ
う
努
め
る
こ
と
。
た
だ
し
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
事
項
に

つ
い
て
教
授
会
の
意
見
を
聴
く
こ
と
と
す
る
か
は
、
学
長
が
、
各
大
学
の
実
状
等
を
踏
ま
え
て
判
断
す
べ
き
こ

と
。

④
教
授
会
の
審
議
機
関
と

し
て
の
性
格

（
第
９
３
条
第
２
項
、
第
３

項
関
係
）

◆
教
授
会
は
審
議
機
関
で
あ
り
、
決
定
権
を
有
す
る
学
長
に
対

し
て
意
見
を
述
べ
る
関
係
に
あ
る
こ
と
が
、
ど
の
よ
う
に
担
保
さ

れ
て
い
る
か
。

※
「
審
議
」
と
は
、
字
義
通
り
、
論
議
・
検
討
す
る
こ
と
を
意
味
し
、
決
定
権
を
含
意
す
る
も
の
で
は
な
い
。

※
規
定
上
の
個
別
の
文
言
の
み
で
判
断
す
べ
き
で
は
な
く
、
内
部
規
則
相
互
の
上
下
関
係
・
優
先
関
係
を
確

認
し
、
全
体
を
わ
か
り
や
す
く
体
系
化
し
た
上
で
、
学
長
の
校
務
に
関
す
る
最
終
決
定
権
が
内
部
規
則
全
体

の
体
系
の
中
で
担
保
さ
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。

※
教
授
会
が
学
長
等
に
意
見
を
述
べ
る
際
に
は
、
教
授
会
と
し
て
何
ら
か
の
決
定
を
行
う
こ
と
が
想
定
さ
れ

る
が
、
教
授
会
の
決
定
が
直
ち
に
大
学
と
し
て
の
最
終
的
な
意
思
決
定
と
さ
れ
る
内
部
規
則
が
定
め
ら
れ
て

い
る
場
合
に
は
、
法
律
の
趣
旨
か
ら
し
て
適
切
で
は
な
く
、
学
長
が
最
終
決
定
を
行
う
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る

よ
う
な
見
直
し
が
必
要
で
あ
る
。

◆
教
授
会
に
お
け
る
「
議
決
」
や
「
決
定
」
が
、
大
学
と
し
て
の
最

終
的
な
「
議
決
」
や
「
決
定
」
と
は
異
な
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
周
知

す
る
た
め
に
、
実
効
性
の
あ
る
方
策
が
行
わ
れ
て
い
る
か
。

⑤
教
授
会
の
審
議
事
項

（
第
９
３
条
第
２
項
、
第
３

項
関
係
）

◆
法
律
上
、
教
授
会
の
審
議
事
項
が
、
「
教
育
研
究
に
関
す
る

事
項
」
で
あ
る
こ
と
を
周
知
す
る
た
め
に
、
実
効
性
の
あ
る
方
策

が
行
わ
れ
て
い
る
か
。

※
法
律
上
、
教
授
会
の
審
議
事
項
は
、
「
教
育
研
究
に
関
す
る
事
項
」
で
あ
る
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
事
項

の
中
に
は
、
経
営
に
深
く
関
わ
る
事
項
が
含
ま
れ
る
場
合
も
考
え
ら
れ
る
が
、
教
授
会
は
、
あ
く
ま
で
も
教
育

研
究
に
関
す
る
専
門
的
な
観
点
か
ら
意
見
を
述
べ
る
こ
と
。

◆
教
員
人
事
の
う
ち
、
①
「
教
員
の
教
育
研
究
業
績
の
審
査
」
に

つ
い
て
は
教
授
会
な
ど
の
教
員
組
織
に
お
い
て
行
わ
れ
る
べ
き

で
あ
る
が
、
②
「
教
員
ポ
ス
ト
の
配
置
」
に
つ
い
て
は
、
学
長
又
は

設
置
者
が
全
学
的
な
視
点
か
ら
判
断
す
べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と

を
周
知
す
る
た
め
に
、
実
効
性
の
あ
る
方
策
が
行
わ
れ
て
い
る

か
。

※
教
員
人
事
に
つ
い
て
は
、
①
教
員
の
教
育
研
究
業
績
の
審
査
（
選
考
）
と
、
②
教
員
ポ
ス
ト
の
配
置
（
配

置
）
、
に
分
け
て
考
え
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
前
者
（
①
）
に
つ
い
て
は
教
授
会
な
ど
の
教
員
組
織
で
審
議
さ

れ
る
べ
き
だ
が
、
後
者
（
②
）
学
長
又
は
設
置
者
が
全
学
的
な
視
点
か
ら
決
定
す
べ
き
で
あ
る
。
た
だ
し
、
「
教

員
ポ
ス
ト
の
配
置
」
に
つ
い
て
、
学
長
又
は
設
置
者
が
、
教
授
会
の
意
見
を
聴
く
こ
と
を
妨
げ
る
も
の
で
は
な

い
。

※
「
内
部
規
則
（
内
規
）」
＝
各
大
学
に
お
い
て
定
め
ら
れ
る
ル
ー
ル
の
総
称
。
学
則
、
規
則
、
規
程
、
（学
長
・学
部
長
）決
定
、
な
ど
、
大
学
に
よ
っ
て
様
々
な
名
称
や
体
系
性
に
基
づ
く
内
規
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
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大
学
に
お
け
る
内
部
規
則
・
運
用
見
直
し
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
（
国
立
大
学
法
人
法
の
改
正
関
係
）

チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト

具
体
的
な
確
認
事
項

確
認
に
あ
た
っ
て
の
留
意
事
項

①
学
長
選
考
の
基
準
の

策
定

（
第
１
２
条
第
７
項
）

◆
学
長
選
考
の
基
準
に
、
「
学
長
に
求
め
ら
れ
る
資
質
・
能
力
」
、
「
学
長
選

考
の
手
続
・
方
法
」
に
関
す
る
具
体
的
な
事
項
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
か
。

※
具
体
的
な
基
準
に
つ
い
て
は
、
各
大
学
の
特
性
や
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
見
通
し
た
上
で
、
主
体
的
に
判
断

し
つ
つ
、
各
大
学
が
学
長
選
考
を
開
始
す
る
時
期
ま
で
に
策
定
す
る
必
要
が
あ
る
。
な
お
、
「
学
長
に

求
め
ら
れ
る
資
質
・
能
力
」
に
つ
い
て
は
、
基
準
本
体
に
根
拠
と
な
る
規
定
を
設
け
た
上
で
、
基
準
本
体

と
は
別
の
文
書
と
し
て
作
成
す
る
こ
と
も
妨
げ
ら
れ
な
い
。

◆
「
学
長
に
求
め
ら
れ
る
資
質
・
能
力
」
に
つ
い
て
は
、
各
大
学
の
特
性
や

ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
踏
ま
え
た
上
で
、
可
能
な
限
り
具
体
的
に
示
さ
れ
て
い
る
か
。

※
各
大
学
の
学
長
選
考
会
議
に
お
い
て
、
学
長
選
考
が
開
始
さ
れ
る
時
期
ま
で
に
、
十
分
な
議
論
等

を
行
い
設
定
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。

◆
「
学
長
選
考
の
手
続
・
方
法
」
に
つ
い
て
は
、
意
向
投
票
の
取
扱
、
学
長

選
考
会
議
自
ら
が
主
体
的
な
選
考
に
当
た
っ
て
必
要
な
情
報
を
得
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
な
具
体
的
な
方
法
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
か
。

※
学
長
選
考
会
議
に
よ
る
学
長
候
補
者
の
推
薦
へ
の
関
与
、
学
長
候
補
者
の
所
信
表
明
の
機
会
の

設
定
や
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
実
施
、
質
問
状
の
公
開
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。

◆
教
職
員
に
よ
る
意
向
投
票
を
行
っ
て
い
る
場
合
、
当
該
投
票
の
結
果
に
、

過
度
に
依
存
し
た
選
考
方
法
と
な
っ
て
い
な
い
か
。

※
意
向
投
票
を
実
施
す
る
か
否
か
、
仮
に
実
施
す
る
場
合
に
そ
の
結
果
を
ど
の
よ
う
に
取
り
扱
う
か
に

つ
い
て
は
、
学
長
選
考
会
議
の
判
断
に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
、
学
長
選
考
会
議
が
、
学
内
だ
け
で
な
く

社
会
の
意
見
を
学
長
選
考
に
反
映
さ
せ
る
仕
組
み
と
し
て
設
け
ら
れ
た
法
律
の
趣
旨
に
鑑
み
る
と
、
投

票
結
果
を
そ
の
ま
ま
学
長
選
考
会
議
の
選
考
結
果
に
反
映
さ
せ
る
な
ど
、
過
度
に
学
内
の
意
見
に
偏

る
よ
う
な
選
考
方
法
は
、
学
長
選
考
会
議
の
主
体
的
な
選
考
と
い
う
観
点
か
ら
適
切
な
も
の
と
は
言
え

な
い
。

②
学
長
選
考
の
基
準
の

公
表

（
第
１
２
条
第
８
項
）

◆
学
長
選
考
会
議
に
よ
る
こ
れ
ら
の
事
項
の
公
表
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ

の
掲
載
そ
の
他
の
適
切
な
方
法
に
お
い
て
行
わ
れ
て
い
る
か
。

※
学
長
の
選
考
手
続
が
、
大
学
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
照
ら
し
て
、
適
切
に
行
わ
れ
た
か
ど
う
か
を
広
く
社
会

に
知
ら
し
め
る
こ
と
に
よ
り
、
「
社
会
か
ら
の
信
頼
と
支
援
の
好
循
環
」
を
確
立
す
る
こ
と
や
、
学
長
選
考

会
議
自
ら
が
よ
り
適
切
に
説
明
責
任
を
果
た
す
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

③
学
長
選
考
の
結
果
そ

の
他
文
部
科
学
省
令

で
定
め
る
事
項
の
公
表

（
第
１
２
条
第
８
項
）

※
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
事
項
と
し
て
は
、
①
学
長
選
考
会
議
が
、
選
考
し
た
学
長
を
適
切
と
判
断

し
た
理
由
、
②
学
長
選
考
会
議
に
お
い
て
行
わ
れ
た
選
考
の
過
程
、
に
つ
い
て
国
立
大
学
法
人
法
施

行
規
則
に
お
い
て
規
定
す
る
。

④
そ
の
他

◆
学
長
選
考
会
議
は
、
選
考
し
た
学
長
の
業
務
執
行
の
状
況
に
つ
い
て
、

恒
常
的
な
確
認
を
行
う
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
か
。

※
学
長
選
考
会
議
は
、
新
た
な
学
長
を
選
考
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
結
果
に
つ
い
て
も
責
任
を
負

う
べ
き
で
あ
る
、
そ
の
た
め
、
自
ら
が
選
考
し
た
学
長
が
期
待
し
た
業
績
を
挙
げ
て
い
る
か
ど
う
か
に
つ

い
て
、
選
考
後
に
お
い
て
も
、
監
事
等
と
も
連
携
し
な
が
ら
、
定
期
的
に
確
認
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が
求

め
ら
れ
る
。
確
認
を
行
う
時
期
に
つ
い
て
は
、
各
大
学
の
実
情
に
応
じ
て
、
学
長
選
考
会
議
に
お
い
て

適
切
に
判
断
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
学
長
自
身
が
学
長
選
考
会
議
の
構
成
員
と
な
っ
て
い
る
場

合
は
、
そ
の
運
用
に
特
に
留
意
が
必
要
で
あ
る
。

◆
学
長
の
解
任
に
係
る
申
出
に
関
す
る
規
則
等
に
つ
い
て
、
整
備
さ
れ
て

い
る
か
。

※
国
立
大
学
法
人
法
第
１
７
条
及
び
第
２
６
条
に
基
づ
き
、
文
部
科
学
大
臣
が
行
う
学
長
の
解
任
は
、

学
長
選
考
会
議
の
申
出
に
よ
り
行
う
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

◆
学
外
委
員
に
つ
い
て
、
会
議
へ
の
出
席
の
確
保
、
積
極
的
な
情
報
提
供

等
に
努
め
、
議
事
に
積
極
的
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
運
営
が
確

保
さ
れ
て
い
る
か
。
学
長
選
考
会
議
の
構
成
員
に
つ
い
て
は
、
審
査
の
公

正
性
等
の
観
点
に
も
配
慮
し
つ
つ
、
多
様
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
が
参
画

す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
か
。

※
学
長
選
考
会
議
が
主
体
的
に
選
考
を
行
う
た
め
に
も
、
学
外
委
員
が
十
分
な
情
報
を
有
し
た
上
で

学
長
選
考
に
携
わ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

-98-



今
後
の
内
部
規
則
等
の
総
点
検
・
見
直
し
の
進
め
方
に
つ
い
て

８
月
２
９
日

９
月
～

４
月
末

①
改
正
法
の
施
行
通
知
発
出
、
②
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
参
考
に
し
た
総
点
検
・見
直
し
を
依
頼

○
大
学
に
対
す
る
周
知
・説
明
、
相
談

各 大 学 に お い て 、 内 部 規 則 ・ 運 用 等 の

総 点 検 ・ 見 直 し を 実 施

○
総
点
検
・見
直
し
の
結
果
調
査

・
全
て
の
大
学
を
対
象
に
し
た
説
明
会
の
開
催
（９
月
２
日
、
於
：文
部
科
学
省
）

・
文
部
科
学
省
に
お
け
る
個
別
相
談
（随
時
）

・
学
長
・
執
行
部
、
監
事
等
を
対
象
と
し
た
研
修
会
等
で
の
説
明

・
各
大
学
団
体
に
お
け
る
情
報
交
換
等

・
各
大
学
に
よ
る
内
部
規
則
等
の
総
点
検
・見
直
し
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
調
査
を
実
施

し
、
中
間
状
況
を
把
握
。

・
各
大
学
に
よ
る
内
部
規
則
等
の
総
点
検
・
見
直
し
の
結
果
に
つ
い
て
調
査
を
実
施
し
、
全
体
状
況
を
把
握
。

・
監
事
の
所
見
を
添
付
す
る
こ
と
も
依
頼
。

（
平
成
２
６
年
）

（
平
成
２
７
年
）

１
２
月
８
日

○
総
点
検
・見
直
し
の
進
捗
状
況
調
査

４
月
１
日

改
正
法
の
施
行
日

※
一
定
の
事
項
に
つ
い
て
学
則
を
変
更
し
た
場
合
は
、
文
部
科
学
省
に
届
出

（
学
校
教
育
法
施
行
規
則
第
４
条
）

-99-



<Memo>

-100-



Ⅷ 国際連携学科の設置に係る 

大学設置基準等の改正について
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大学設置基準等の一部を改正する省令案等の概要 

 

１．概  要 

グローバル化の進展を背景に，高等教育においても，国境を越えた学生の流動性が年々

拡大している。これに対応するため，各大学においては，留学の促進のための取組や海

外の大学との連携による国際的な教育プログラムの開発等の取組が進められている。 

こうした大学のグローバル化のための取組を支援するとともに，日本人学生が海外の

大学等（大学院，短期大学，専門職大学院（法科大学院を除く。）を含む。以下同じ。）

で学修したり外国人学生を我が国の大学等が受け入れたりするための機会を拡大するた

め，大学設置基準（昭和 31 年文部省令第 28 号）等を改正し，我が国の大学等と外国の

大学等が大学間協定に基づき連携して編成する教育課程（以下「国際連携教育課程」と

いう。）や，当該教育課程を編成する学科等の新設に際しての専任教員数等について特例

を設けるものとする。 

また，上記の特例を設けるに当たって，我が国の大学等が国際連携教育課程等を設置

するための要件や，国際連携教育課程等の編成・実施に当たって，我が国の大学等と外

国の大学等が協議しなければならない事項を定める等のための告示を定めるものとする。 

 

２．改正の内容 

（１）省令 

次の各点について，大学設置基準，大学院設置基準（昭和 39 年文部省令第 28 号），

短期大学設置基準（昭和 50 年文部省令第 21 号）及び専門職大学院設置基準（平成 15

年文部科学省令第 16 号）をそれぞれ改正する。 

① 我が国の大学等が外国の大学等と連携して教育研究を実施するための学科又

は専攻（以下「国際連携学科等」という。）を設けることができることとするこ

と。ただし，学部等に国際連携学科等のみを設けることはできないこととするこ

と。 

（※）大学にあっては学部の下に学科を，大学院にあっては研究科の下に専攻を，

短期大学にあっては短期大学の下に学科を，専門職大学院にあっては研究科

の下に専攻を，それぞれ設けることができることとする。 

② 国際連携学科等の定員は，当該学科等を設ける大学の学部等（大学院及び専門

職大学院の研究科並びに短期大学を含む。以下同じ）の定員の２割（１つの学部

等に複数の国際連携学科等を設けるときは，それらの国際連携学科等の定員の合

計が当該学部等の定員の２割）を超えない範囲で定めるものとすること。 

③ 国際連携学科等を設ける我が国の大学等は，連携する外国の大学等（以下「連

携外国大学等」という。）と文部科学大臣が別に定める事項について協議を行っ

た上で，連携外国大学等が開設する授業科目を我が国の大学等の教育課程の一部

とみなし，国際連携教育課程を編成するものとすること。 

（※）大学にあっては外国の大学と，大学院及び専門職大学院にあっては外国の

大学院又は専門職大学院（国際連合大学を含む。以下同じ。）と，短期大学
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にあっては外国の短期大学と，それぞれ国際連携教育課程を編成することが

できることとする。 

④ 国際連携学科等を設ける我が国の大学等は，連携外国大学等と共同して授業科

目を開設することができるものとすること。また，当該授業科目（以下「共同開

設科目」という。）の履修により修得した単位は，⑥に掲げる範囲で，我が国の

大学等又は連携外国大学等のいずれかで修得した単位とすることができること。

ただし，連携外国大学等において修得した単位数が，⑥に掲げる連携外国大学等

における最低修得単位数に満たない場合は，共同開設科目の履修により修得した

単位を連携外国大学等において修得した単位とすることはできないこと。 

⑤ 国際連携学科等を設ける我が国の大学等は，学生が連携外国大学等において履

修した国際連携教育課程に係る授業科目について修得した単位を，我が国の大学

等の国際連携教育課程に係る授業科目の履修により修得したものとみなすもの

とすること。 

⑥ 国際連携学科等に係る卒業等の要件は，次のとおりとすること。 

 
卒業等要件 

単位数 

最低修得単位数 共同開設科目 

(上限単位数) 我が国の大学 各連携外国大学 

大学 

一般 124 単位以上 62 単位 31 単位 30 単位 

医学・歯学 188 単位以上 94 単位 32 単位 30 単位 

薬学（臨床に係る
実践的能力を培
うことを主たる
目的とするもの） 

186 単位以上 93 単位 31 単位 30 単位 

獣医学 182 単位以上 91 単位 31 単位 30 単位 

短期大学 

修業年限２年 62 単位以上 31 単位 10 単位 15 単位 

修業年限３年 93 単位以上 47 単位 20 単位 23 単位 

修業年限３年夜間 62 単位以上 31 単位 10 単位 15 単位 

大学院 一般 30 単位以上 15 単位 10 単位 ５単位 

専門職大学院 

一般 30 単位以上 15 単位 10 単位 ７単位 

教職大学院 45 単位以上 23 単位 7 単位 
45 単位以上の

単位数の 1/4 

⑦ 国際連携学科等が置かれる学部等の専任教員の数は，学部等の種類及び規模に

応じて定める教授等の数に，１つの国際連携学科等ごとに１人の専任教員を加え

た数を合計した数以上とすること。また，国際連携専攻が置かれる研究科におけ

る国際連携専攻の研究指導教員等は，当該専攻が置かれる研究科の他の専攻の教

員の兼任を認めることとすること。（専門職大学院については告示で定める。） 

⑧ 国際連携学科等を設ける我が国の大学等は，国際連携学科等に係る施設及び設

備について，当該学科等が置かれる学部等の施設及び設備を利用することができ

るものとし，当該学科に係る施設及び設備を備えることを要しないこと等とする

こと。 

⑨ 医学，歯学，薬学（臨床に係る実践的能力を培うことを主たる目的とするもの

に限る。）及び獣医学を履修する学士の課程については，当分の間，国際連携学
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科を設けることはできないこととすること。 

⑩ その他所要の改正を行うこと。 

 

（２）告示 

① 専門職大学院に関し必要な事項について定める件（平成 15 年文部科学省告示

第 53 号）の一部を改正し，国際連携専攻が置かれる専門職大学院の専任教員の

数は，当該専門職大学院に置くものとされる専任教員の数に，１つの国際連携専

攻ごとに１人の専任教員を加えた数を合計した数以上とすること。 

② 我が国の大学等が国際連携学科等を設ける場合の要件を次のとおり定めるこ

と。 

ア 連携外国大学等が，外国の学校教育制度において適切に位置付けられてい

ること。 

イ 連携外国大学等が置かれる外国において，他国の大学等と連携して教育課

程を編成する大学が連名で学位を授与することが認められていること。 

③ 国際連携学科等を設ける大学等が国際連携教育課程を編成し，及び実施するた

めに連携外国大学等と協議する事項を次のとおり定めること。 

ア 教育課程の編成に関する事項 

イ 教育組織の編成に関する事項 

ウ 入学者の選抜及び学位の授与に関する事項 

エ 学生の在籍の管理及び安全に関する事項 

オ 学生の奨学及び厚生補導に関する事項 

カ 教育研究活動等の状況の評価に関する事項 

④ 学位の種類及び分野の変更等に関する基準（平成 15 年文部科学省告示第 39 号）

の一部を改正し，大学等が国際連携学科等を設置等するに当たっては，当分の間，

当該学科等の学位について，学位の種類の変更又は学位の分野の変更を伴う場合

と同様に設置認可の対象とすること。 

 

３．施行期日 

公布の日 
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国際連携教育課程制度について

○ 我が国の大学と外国大学が連携して教育課程を編成した場合、両大学が連名で学
位記を出せることとする。（＊我が国の大学が授与する学位に外国大学名を付すことが
できるものとして整理する。）

○ 我が国の大学に、外国の大学と連携して教育課程（国際連携教育課程）を編成す
る学科・専攻（国際連携学科・専攻）を設置し、設置認可の対象とする。

○ 国際連携教育課程を編成する場合、連携する外国大学の授業科目について単位
互換ではなく、自大学で開講したものとみなす仕組みを新たに創設する。

○ 卒業要件は、学部の場合、我が国の大学で修得すべき単位の半分以上、外国大
学で４分の１以上を修得することとする。また、共同して授業科目を開設する「共同開
設科目」（任意）を設けた場合、いずれかの単位としてみなすことができる仕組みとする。

《制度の概要》

外国大学と連携した教育課程を編成し、１枚の学位記に連名で学位を授与

《制度の仕組み》

国内Ａ大学

国際連携学科・専攻

大学間
協定

国際連携教育課程の実
施・運営に関する重要事
項について協議【告示】

外国の政府文部科学大臣

○ 国際連携学科・専攻の定員は、母体となる組織の収容定員の内数で上限２割とする。
国際連携学科・専攻には、その定員の規模にかかわらず１名ずつの専任教員が必要とな
るほかは、母体となる学部等の専任教員が兼ねることができることとし、施設・設備につい
ても母体となる学部等のものを利用することができる仕組みとする。
○ 設置認可に際しては、大学設置・学校法人審議会に専門の審査組織を設け、迅速な
設置認可を行うこととする。

申請 設置認可

国際連携教育課程を履修する
学生は両大学に所属（２重学籍）

外国B大学

・正規の大学として
認めていること

・他国の大学とのJD
を認めていること

告示に基づく大学間協定について、

設置認可時に確認することで、間接的
に、外国大学の授業の質保証を求める

日本人学生 外国人学生

国際連携
教育課程

・・・両大学の教育課程は同一

日本人学生 外国人学生

国際連携
教育課程
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Ⅸ 国際連携学科等の設置に係る 

手続について
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１．改正の背景 

各大学、大学院、短期大学及び専門職大学院（以下「大学等」という。）において、

留学促進のための取組や海外の大学等との連携による国際的な教育プログラムの開発等

の取組が進められていることに鑑み、こうした大学等のグローバル化のための取組を支

援するとともに、日本人学生が海外の大学等で学修したり外国人学生を我が国の大学等

が受け入れたりする機会を拡大するため、平成 26 年 11 月 14 日に大学設置基準等の一部

を改正する省令（平成 26 年文部科学省令第 34 号）を公布・同日施行し、我が国の大学

等と外国の大学等が大学間協定に基づき連携して編成する教育課程や、当該教育課程を

編成する学科等（以下「国際連携学科等」という。）の新設に際しての専任教員数等に

ついて特例を設けたところ。これに伴い、国際連携学科等の設置に係る認可の申請に必

要な手続きを定めるため、大学の設置等の認可の申請及び届出に係る手続等に関する規

則（平成 18 年３月 31 日文部科学省令第 12 号）を改正するものである。 

 

２．改正の内容 

（１）認可申請の時期（別紙１参照） 

 国際連携学科等の設置は外国の大学との連携となるため、その学事暦の違いや設置

認可後の準備等に柔軟に対応できるよう、下記の期間のいずれかに申請するものとす

ることを規定。【第３条第４項】 

① 開設前々年度の ３月１日から３月 31 日 

② 開設前年度の  ８月１日から８月 31 日 

③ 開設前年度の  ３月１日から３月 31 日 

④ 開設年度の   ８月１日から８月 31 日 

 

（２）認可申請の様式（別紙２参照） 

 既存の認可申請の様式に加え、国際連携学科等に係る以下の申請の様式を整備。 

① 教育課程等の概要（国際連携学科等）【別記様式２（その２の３）】 

② 授業科目の概要（国際連携学科等）【別記様式２（その３の３）】 

 

（３）認可又は不認可の決定時期 

国際連携学科等の設置の認可申請があった場合、遅くとも、申請のあった翌月から

起算して６月以内に認可するかどうかの決定することを規定。【第 10 条第２項】 

 

３．施行期日 

  平成 27 年３月１日 

 

国際連携学科等の設置の認可申請について 
－大学の設置等の認可の申請及び届出に係る手続等に関する規則の一部を改正する省令案の概要－ 
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４．必要書類及び必要部数（予定） 

 
※「○」＝提出が必要、「△」＝条件により一部又は全部の提出が必要、「●」＝協定書を説明する資料の提出が必要、空欄＝提出不要 

 

５．認可申請受付時期（予定） 

 

番
号

書　　類　　名
正
本

抜
刷

1 認可申請書又は届出書（別記様式第1号の1，別記様式第1号の2） ○

2 目次 ○ ○

3 基本計画書（別記様式第2号（その1の1）） ○ ○

4 教育課程等の概要（別記様式第2号（その2の3）） ○ ○

5 国際連携学科等と同一分野の学位を授与する学科等の教育課程等の概要（別記様式第2号（その2の1）） ○ ○

6 授業科目の概要（別記様式第2号（その3の3）） ○ ○

7 シラバス（授業計画） △ △

8 2以上の校地において教育を行う場合のそれぞれの校地ごとの状況（別記様式第2号・別添3） △ △

9 2以上の校地において教育研究を行う場合のそれぞれの校地ごとの教員の勤務状況（別記様式第2号・別添4） △ △

10 校地校舎等の図面 ○ ○

11 学則 ○ ○

12 教授会規程 ○ ○

13 当該申請についての意思の決定を証する書類（「協定書を説明する資料」を含む） ○ ●

14 設置の趣旨等を記載した書類 ○ ○

15 学生の確保の見通し等を記載した書類 ○ ○

16 教育委員会等との調整内容を確認する書類 △ △

17 教員名簿〔学長の氏名等〕（別記様式第3号（その1）） ○ ○

18 教員名簿〔教員の氏名等〕（別記様式第3号（その2の1）） ○ ○

19 専任教員の年齢構成・学位保有状況（別記様式第3号（その3）） ○ ○

20 実務家教員一覧（別記様式第3号・別添） △ △

21 薬学実務実習に必要な施設の概要等を記載した書類 △ △

22 教職大学院に係る連携協力校等の概要等を記載した書類 △ △

23 入学定員超過の状況

24  「基本計画書」の写し

25  「教育課程等の概要」の写し

26  「学生の確保の見通し等を記載した書類」の写し

27 「協定書を説明する資料」等の写し

「基本計画書」の写し

「教育課程等の概要」の写し

「国際連携学科等と同一分野の学位を授与する学科等の教育課程等の概要」の写し

「授業科目の概要」の写し

「協定書を説明する資料」の写し

必要部数　各１５部

 必要部数　正本：１部　抜刷：３５部

□別途提出を要する書類

必要部数　各１部

開設時期 受付期間

平成27年度開設 ６月末認可：平成27年３月16日～23日(月)

11月末認可：平成27年８月中

平成28年度開設 ６月末認可：平成27年３月16日～23日(月)

11月末認可：平成27年８月中
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大学設置分科会における一般的な審査スケジュール
― 国際連携学科等の設置の場合―

【開設の
前々年度】

必要に応じ、面接審査を実施

３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 12月

3/末
分

科

会

:

諮

問

審

査

会

:

書
類
審
査

8/末

分

科

会

認

可

【開設の
前年度】

答

申

必
要
に
応
じ
判
定
保
留
と
し
審
査
を
継
続

申
請
内
容
を
抜
本
的
に
見
直
す
必
要

が
あ
る
場
合
等
は
「警
告
」を
付
す

11月

分

科

会

:

判

定

申

請

6/末

認

可

審

査

会

:

書
類
審
査

申
請
内
容
を
抜
本
的
に
見
直
す
必
要

が
あ
る
場
合
等
は
「警
告
」を
付
す

申

請

必
要
に
応
じ
判
定
保
留
と
し
審
査
を
継
続

答

申

:

判

定

分

科

会

:

諮

問

必要に応じ、面接審査を実施

必要に応じ、面接審査を実施

３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 12月

3/末
分

科

会

:

諮

問

審

査

会

:

書
類
審
査

【開設年度】

答

申

申
請
内
容
を
抜
本
的
に
見
直
す
必
要

が
あ
る
場
合
等
は
「警
告
」を
付
す

11月

分

科

会

:

判

定

申

請

6/末

認

可

必
要
に
応
じ
判
定
保
留
と
し
審
査
を
継
続

【開設の
前年度】

① ②

③

11/末

審

査

会

：
警
告
を
付
し
た
案
件
等
に
つ
い
て
補
正
審
査

④
申

請

8/末
分

科

会

審

査

会

:

諮

問

:

書
類
審
査

申
請
内
容
を
抜
本
的
に
見
直
す
必
要

が
あ
る
場
合
等
は
「警
告
」を
付
す

分

科

会

:

判

定

答

申

認

可

11/末

必
要
に
応
じ
判
定
保
留
と
し
審
査
を
継
続

必要に応じ、面接審査を実施

審
査
意
見
伝
達

補
正
申
請
書
提
出

補
正
申
請
書
提
出

審
査
意
見
伝
達

審
査
意
見
伝
達

補
正
申
請
書
提
出

審

査

会

：
警
告
を
付
し
た
案
件
等
に
つ
い
て
補
正
審
査

補
正
申
請
書
提
出

審
査
意
見
伝
達

審

査

会

：
警
告
を
付
し
た
案
件
等
に
つ
い
て
補
正
審
査

審

査

会

：
警
告
を
付
し
た
案
件
等
に
つ
い
て
補
正
審
査

別紙１
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国際連携学科等の認可申請に係る
申請書様式及び必要添付書類（案）

別紙２
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○ 申請書 ・設置者からの当該申請に係る公文書。

－ 目次 －

○ 基本計画書
・当該申請に係る基本計画（申請区分、大学名称、大学本部の位置、大
学の目的、新設学科の名称等）を記載。

○ 教育課程等の概要
・当該申請に係る国際連携学科の教育課程（授業科目名称、単位数、
授業形態、専任教員等の配置等）を記載。

○ 授業科目の概要
・当該申請に係る国際連携学科において開設する全ての授業科目の内
容を記載。

－ 授業計画（シラバス）
・当該申請に係る国際連携学科において開設する授業科目の授業計
画（シラバス）を添付。【共同開設科目は全て】

－ 校地校舎の図面
・当該申請に係る国際連携学科において使用する校地校舎全ての図面
を添付。【連携外国大学は使用する校舎のみ】

－ 学則

・学則案の全文を添付。
・学則案のほか、その変更事項を記載した書類（変更の自由及び変更
点を簡潔にまとめたもの及び変更部分の新旧対照表を添付。
【日本の大学分のみ】

－ 教授会規程
・教授会に関する規定を添付。
【日本の大学分のみ】

－
(「協定書を説明す
る資料」様式例)

意思決定書

・当該申請に係る最終決定時の決議録又は議事録等を添付。
【日本の大学分のみ】
・協定書（原本及び和訳）を添付
・協定書を説明する資料を添付

－ 設置の趣旨等を記載した書類
・設置の趣旨及び必要性、学部・学科の特色、学部・学科等の名称及び
学位の名称について記載。

－ 学生確保の見通し
・学生の確保の見通し、学生確保に向けた具体的な取組状況、人材需
要の動向等社会的の養成等について記載。

○ 名簿（学長）
・学長の氏名等について記載。
【日本の大学分のみ】

○ 名簿（教員）
・当該申請に係る国際連携学科において授業を担当する全ての教員予
定者の氏名等について記載。

○
専任教員の年齢構成・学位保有状
況

・完成年度の３月３１日時点（４月開設の場合）の専任教員の年齢構
成、学位保有状況について記載。【日本の大学分のみ】

－ 入学定員超過の状況
・申請者が既に設置している全ての大学、短期大学及び高等専門学校
の各年度（修業年限が４年の場合は開設前年度から過去４年間）の入
学定員及び入学者数、入学定員超過率を記載。【日本大学のみ】

－ 連携外国大学の概要 ・連携外国大学の概要が分かるパンフレット等を添付。

国際連携学科設置に係る提出書類（例）

手続規則（省令）
に定める様式（改
正するものを含む）

申請大学からの提出資料 提出資料の内容
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○○大学設置認可申請書

　　年　　月　　日

　　文 部 科 学 大 臣　殿

申請者の職名及び氏名　　　　　　　　印

このたび，○○大学を設置したいので，学校教育法第４条第１項の規定により認可されるよ
う，別紙書類を添えて申請します。なお，認可の上は，確実に申請に係る計画を履行します。

３　「申請者の職名及び氏名」の欄の「印」は，本人の署名（法人にあっては，代表者の署名）をもって代えることができるこ
と。４　「学校教育法第４条第１項」の部分については，申請の内容に応じ，「学校教育法第４条第１項及び学校教育法施行令第２３
条」とすること。　３条」とすること。

別記様式第１号の１

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

（注）

１　「○○大学設置」及び「○○大学を設置」の部分については，認可の申請の内容に応じ，適切に表記を変更すること。

２　設置者の変更の認可を受けようとする場合には，「申請者の職名及び氏名」の欄は，当該変更に関係する地方公共団体又は

　学校法人の連署とすること。
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備 考

（） （）

計
（） （） （）

そ の 他 の 職 員
（） （） （）

教
員
以
外
の
職
員
の
概
要

職　　　種 専　　任 兼　　任 計

事 務 職 員
人 人 人

（）

図 書 館 専 門 職 員
（） （） （）

（） （）

技 術 職 員
（）

（） （） （） （） （） （） （）
合　　　　計

（） （） （） （）

既

設

分

（） （） （） （） （）

（） （）

（）

計
（）

（） （） （） （） （） （）

（） （）

（） （） （） （） （） （） （）

（） （）

助手

計

（） （） （） （） （） （） （）

教

員

組

織

の

概

要

学　部　等　の　名　称
専任教員等 兼 任

教員等教授 准教授 講師 助教 計

新

設

分

人 人 人 人 人 人 人

（） （） （） （） （）

演習 実験・実習 計

科目 科目 科目 科目

同一設置者内における
変 更 状 況
（定員の移行，名称の
変 更 等 ）

教育
課程

新設学部等の名称
開設する授業科目の総数

卒業要件単位数
講義

単位

計

新 設 学 部 等 の 目 的

新
設
学
部
等
の
概
要

新 設 学 部 等 の 名 称
修業
年限

入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

学位又
は称号

開設時期及
び開設年次

所　在　地

年 人 年次
人

人 　　年　月
第　年次

大 学 本 部 の 位 置

計 画 の 区 分

フ リ ガ ナ

設 置 者

大 学 の 目 的

別記様式第２号（その１の１）
（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

基　本　計　画　書

基 本 計 画

事 項 記 入 欄

フ リ ガ ナ

大 学 の 名 称
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６　空欄には，「－」又は「該当なし」と記入すること。

２　「教員組織の概要」の「既設分」については，共同学科等に係る数を除いたものとすること。

３　私立の大学又は高等専門学校の収容定員に係る学則の変更の届出を行おうとする場合は，「教育課程」，「教室等」，「専任教員研究

　室」，「図書・設備」，「図書館」及び「体育館」の欄に記入せず，斜線を引くこと。

４　大学等の廃止の認可の申請又は届出を行おうとする場合は，「教育課程」，「校地等」，「校舎」，「教室等」，「専任教員研究室」，

　「図書・設備」，「図書館」，「体育館」及び「経費の見積もり及び維持方法の概要」の欄に記入せず，斜線を引くこと。

５　「教育課程」の欄の「実験・実習」には，実技も含むこと。

附属施設の概要

（注）

１　共同学科等の認可の申請及び届出の場合，「計画の区分」，「新設学部等の目的」，「新設学部等の概要」，「教育課程」及び「教員組

　織の概要」の「新設分」の欄に記入せず，斜線を引くこと。

倍

第１年次 第２年次 第３年次 第４年次 第５年次

学生納付金以外の維持方法の概要

既
設
大
学
等
の
状
況

大 学 の 名 称

学 部 等 の 名 称
修業
年限

入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

学位又
は称号

定　員
超過率

開設
年度

所　在　地

年 人 年次
人

人

第３年次 第４年次 第５年次 第６年次

教員１人当り研究費等

経費の
見積り
及び維
持方法
の概要

経費
の見
積り

区　分 開設前年度 第１年次 第２年次

共 同 研 究 費 等

図 書 購 入 費

設 備 購 入 費

第６年次

千円 千円 千円 千円 千円 千円

学生１人当り
納付金

体育館
面積 体育館以外のスポーツ施設の概要

㎡

図書館
面積 閲覧座席数 収 納 可 能 冊 数

㎡

（　　〔　　〕） （　　〔　　〕） （　　〔　　〕） （　　　　　） （　　　　　） （　　　　　）

（　　〔　　〕） （　　〔　　〕） （　　〔　　〕） （　　　　　） （　　　　　） （　　　　　）

〔　　〕　 〔　　〕　 〔　　〕　

標本
〔うち外国書〕 〔うち外国書〕 電子ジャーナル

冊 種 〔うち外国書〕 点 点 点図
書
・
設
備

新設学部等の名称

図書 学術雑誌
視聴覚資料機械・器具

〔　　〕　 〔　　〕　 〔　　〕　

計

室

（補助職員　人） （補助職員　人）

専 任 教 員 研 究 室
新設学部等の名称 室　　　数

室

教室等

講義室 演習室 実験実習室 情報処理学習施設 語学学習施設

室 室 室
室

合 計 ㎡ ㎡ ㎡ ㎡

校　　　舎

専　　用 共　　用
共用する他の
学校等の専用

計

㎡ ㎡

㎡ ㎡ ㎡ ㎡

（　　　　　　㎡）（　　　　　　㎡）（　　　　　　㎡）（　　　　　　㎡）

㎡

運 動 場 用 地 ㎡ ㎡ ㎡ ㎡

校
　
　
地
　
　
等

区　　　分 専　　用 共　　用
共用する他の
学校等の専用

計

校 舎 敷 地 ㎡ ㎡ ㎡

小 計 ㎡ ㎡ ㎡ ㎡

そ の 他 ㎡ ㎡
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＜
 改

 正
 案

 ＞

必 　 修

選 　 択

自 　 由

講 　 義

演 　 習

実 験 ・ 実 習

教 　 授

准 教 授

講 　 師

助 　 教

助 　 手

小 　 計

教 授 に 相 当 す

る 教 員

准 教 授 に 相 当

す る 教 員

講 師 に 相 当 す

る 教 員

助 教 に 相 当 す

る 教 員

助 手 に 相 当 す

る 教 員

小 　 計

合 　 計

－ － － － －

１
学
年
の
学
期
区
分

１
学
期
の
授
業
期
間

１
時
限
の
授
業
時
間

４
　
「
授
業
形
態
」
の
欄
の
「
実
験
・
実
習
」
に
は
，
実
技
も
含
む
こ
と
。

（
注
）

１
　
国
際
連
携
学
科
等
を
設
置
す
る
場
合
は
，
別
記
様
式
第
２
号
（
そ
の
２
の
１
）
に
代
え
て
，
こ
の
書
類
を
作
成
す
る
こ
と
。
加
え
て
，
国
際
連
携
学
科
等
を
設
置
す
る
大
学
及
び
連
携
外
国
大
学
別
に
こ
の
書
類
を
作
成
す
る
こ
と
。
共
同
開
設
科
目

　
に
つ
い
て
は
，
当
該
科
目
の
単
位
を
修
得
し
た
場
合
に
，
単
位
を
修
得
し
た
と
す
る
大
学
の
書
類
に
含
め
る
こ
と
。

２
　
私
立
の
大
学
若
し
く
は
高
等
専
門
学
校
の
収
容
定
員
に
係
る
学
則
の
変
更
の
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合
若
し
く
は
届
出
を
行
お
う
と
す
る
場
合
，
大
学
等
の
設
置
者
の
変
更
の
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合
又
は
大
学
等
の
廃
止
の
認
可
を
受

　
け
よ
う
と
す
る
場
合
若
し
く
は
届
出
を
行
お
う
と
す
る
場
合
は
，
こ
の
書
類
を
作
成
す
る
必
要
は
な
い
。

３
　
開
設
す
る
授
業
科
目
に
応
じ
て
，
適
宜
科
目
区
分
の
枠
を
設
け
る
こ
と
。

授
業
期
間
等

期 週

共
同
開
設
科
目

分

卒
業

要
件

及
び

履
修

方
法

開
設
大
学
等

開
設
単
位
数
（
必
修
）

合
計
（
　
　
科
目
）

－

学
位
又
は
称
号

学
位
又
は
学
科
の
分
野

－

△ △ 科 目

小
計
（
　
科
目
）

－

□ □ 科 目

○ ○ 科 目

小
計
（
　
科
目
）

小
計
（
　
科
目
）

－

△ △ 科 目

小
計
（
　
科
目
）

－

○ ○ 科 目

別
記

様
式

第
２

号
（

そ
の

２
の

３
）

（
用
紙
　
日
本
工
業
規
格
Ａ
４
横
型
）

教
 
育

 
課

 
程

 
等

 
の

 
概

 
要

 
（

 
国

 
際

 
連

 
携

 
学

 
科

 
等

 
）

（
○

○
学

部
 
国
際
連
携
○
○
学

科
）

科
目

区
分

授
業
科
目
の
名
称

共 同 開 設 科 目

配
当
年
次

開
設
大
学

単
位
数

授
業
形
態

教
員
等
の
配
置

備
考

申
請
大
学

連
携
外
国
大
学
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＜ 改 正 案 ＞

開設大学 授業科目の名称 講義等の内容 備考

　とする場合は，この書類を作成する必要はない。

１　国際連携学科等を設置する場合は，別記様式第２号（その３の１）に代えて，この書類を作成すること。加えて，国際連携

　教育学科等を設置する大学及び連携外国大学別にこの書類を作成すること。共同開設科目については，当該科目の単位を修得

　した場合に，単位を修得したとする大学の書類に含めること。

２　開設する授業科目の数に応じ，適宜枠の数を増やして記入すること。

３　私立の大学若しくは高等専門学校の収容定員に係る学則の変更の認可を受けようとする場合若しくは届出を行おうとする場

　合，大学等の設置者の変更の認可を受けようとする場合又は大学等の廃止の認可を受けようとする場合若しくは届出を行おう

（注）

別記様式第２号（その３の３）

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

授 業 科 目 の 概 要 （ 国 際 連 携 学 科 等 ）

（○○学部 国際連携○○学科）

科目
区分
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フリガナ

氏名
＜就任（予定）年月＞

現　職
（就任年月）

（注）　高等専門学校にあっては校長について記入すること。

別記様式第３号（その１）

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 員 名 簿

学 長 の 氏 名 等

調書
番号

役職名 年齢
保有
学位等

月額基本給
（千円）
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フリガナ

氏名

＜就任（予定）年月＞
担当授業科目の名称

配当
年次

担 当
単 位 数

年 間
開 講 数

現　職
（就任年月）

申請に係る大学等の職
務 に 従 事 す る
週 当 た り 平 均 日 数

（注）

１　教員の数に応じ，適宜枠を増やして記入すること。

２　私立の大学若しくは高等専門学校の収容定員に係る学則の変更の認可を受けようとする場合若しくは届出を行おうとする場合又は大学等の設置者の変更の認

　可を受けようとする場合は，この書類を作成する必要はない。

３　「申請に係る学部等に従事する週当たりの平均日数」の欄は，専任教員のみ記載すること。

別記様式第３号（その２の１）

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 員 の 氏 名 等

（○○学部○○学科等）

調書
番号

専任等
区分

職位 年齢
保有
学位等

月額
基本給
（千円）

国際連携学科等の場合は，

１．我が国の大学の専任教員については、全ての項目を記

載する

２．連携外国大学については、我が国の大学とは別葉にし

て作成し、授業担当教員の「職位」「氏名」「保有学位等」「担

当授業科目の名称」「配当年次」「現職」についてのみ記載

する。「専任等区分」について「外国」とし、調書番号は１から

始めること。

（手引きに記載）
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職 位 学 位 29 歳 以 下 30 ～ 39 歳 40 ～ 49 歳 50 ～ 59 歳 60 ～ 64 歳 65 ～ 69 歳 70 歳 以 上 合 計 備 考

博 士 人 人 人 人 人 人 人 人

修 士 人 人 人 人 人 人 人 人

学 士 人 人 人 人 人 人 人 人

短 期 大
学 士

人 人 人 人 人 人 人 人

そ の 他 人 人 人 人 人 人 人 人

博 士 人 人 人 人 人 人 人 人

修 士 人 人 人 人 人 人 人 人

学 士 人 人 人 人 人 人 人 人

短 期 大
学 士

人 人 人 人 人 人 人 人

そ の 他 人 人 人 人 人 人 人 人

博 士 人 人 人 人 人 人 人 人

修 士 人 人 人 人 人 人 人 人

学 士 人 人 人 人 人 人 人 人

短 期 大
学 士

人 人 人 人 人 人 人 人

そ の 他 人 人 人 人 人 人 人 人

博 士 人 人 人 人 人 人 人 人

修 士 人 人 人 人 人 人 人 人

学 士 人 人 人 人 人 人 人 人

短 期 大
学 士

人 人 人 人 人 人 人 人

そ の 他 人 人 人 人 人 人 人 人

博 士 人 人 人 人 人 人 人 人

修 士 人 人 人 人 人 人 人 人

学 士 人 人 人 人 人 人 人 人

短 期 大
学 士

人 人 人 人 人 人 人 人

そ の 他 人 人 人 人 人 人 人 人

３　この書類は，申請又は届出に係る学部等の開設後，当該学部等の修業年限に相当する期間が満了する年度（以下「完成年度」という。）における状況を記載すること。

（注）

１　この書類は，申請又は届出に係る学部等ごとに作成すること。

２　この書類は，専任教員についてのみ，作成すること。

４　専門職大学院の課程を修了した者に対し授与された学位については，「その他」の欄にその数を記載し，「備考」の欄に，具体的な学位名称を付記すること。

講 師

助 教

合 計

准 教 授

別記様式第３号（その３）

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

専任教員の年齢構成・学位保有状況

教 授
国際連携学科等の場合は，我が国の大学の専任教員に

ついてのみの状況を記載する（手引きに記載）
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参考資料

１．教育課程の編成に関する事項

○養成すべき人材像 －

○教育課程の編成 ●●●，●●． 協定書第●条 別紙２◎◎に関する資料

○教育研究の内容・方法、
研究指導の方法

●●●，●●．

○共同開設科目（教育内
容、教育方法、使用教材、
成績評価方法、実施に要す
る経費負担等）

２．教育組織の編成に関する事項

○教職員の配置 ●●●，●●．

○受入可能学生数

３．入学者の選抜及び学位の授与に関する事項

○入学者の募集及び選抜
の方法

○学位の審査（審査基準及
び審査体制等）

○学位授与（手続き、使用
言及び学内規則の整備等）

４．学生の在籍の管理及び安全に関する事項

○学生の身分（学籍管理の
取り扱い）

○国際連携教育課程の終
了時の手続き（在学中の学
生に対する経過措置等）

○学生納付金等の取扱い
及び経費の配分

５．学生の奨学及び厚生補導に関する事項

○学生に対する奨学の措
置及び厚生補導

６．教育研究活動等の状況の評価に関する事項

○教育研究活動の評価及
び年次報告書の作成・公表

その他

○協定書内で使用する用
語の定義

○国際連携教育課程の実
施に係る責任の所在

○知的財産権の扱い

○定期的な協議の場の設
置

○その他国際連携教育課
程の編成及び実施のため
に必要な基本的な方針

※協定書の複製に原本証明をして提出すること。また、協定書の和訳も参考資料として併せて添付すること.

※「連携外国大学」の欄について、複数の連携外国大学と協定書を締結する場合は、適宜、記載欄を増やして対応すること。

協定書を説明する資料（様式）

説明項目 申請大学 共同 連携外国大学

協定書該当箇所
【条，頁等】

協定書以外で左記で説明した内容の
根拠となる資料があれば、資料名を記
述の上、当該資料を添付する。

申請大学が単独で行うも
のについて、その内容を
簡潔に記載する。

共同で行うものについて、
その内容を簡潔に記載す
る。

連携外国大学が単独で行
うものについて、その内容
を簡潔に記載する。
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学
校

法
人

の
寄

附
行

為
（

変
更

）
認

可
申

請
に

あ
た

っ
て

の
留

意
点

等

平
成

2
7
年

1
月

1
4
日

高
等

教
育

局
私

学
部

私
学

行
政

課
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．
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・
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．
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１
．

学
校

法
人

の
寄

附
行

為
（

変
更

）
の

認
可

に
関

す
る

審
査

基
準

の
概

要

（
１

）
審

査
基

準
の

ポ
イ

ン
ト

◇
原

則
，

申
請

時
点

で
自

己
所

有
で

あ
る

こ
と

が
必

要
。

◇
た

だ
し

，
一

定
要

件
を

満
た

す
場

合
は

借
用

で
も

可
。

◇
原

則
，

申
請

時
点

で
自

己
所

有
で

あ
る

こ
と

が
必

要
。

◇
た

だ
し

，
一

定
要

件
を

満
た

す
場

合
は

借
用

で
も

可
。

①
校

地
，

施
設

及
び

設
備

①
校

地
，

施
設

及
び

設
備

【
標

準
設

置
経

費
】

◇
大

学
等

（
大

学
院

大
学

を
除

く
）

の
施

設
・

設
備

の
整

備
に

要
す

る
経

費
は

，
「

標
準

設
置

経
費

」
以

上
で

あ
る

こ
と

が
必

要
。

◇
転

用
・

共
用

す
る

既
存

の
施

設
・

設
備

が
あ

れ
ば

，
当

該
施

設
等

の
簿

価
分

を
含

め
「

標
準

設
置

経
費

」
以

上
で

あ
れ

ば
可

。
※

施
設

に
つ

い
て

は
約

7.
7%

，
設

備
に

つ
い

て
は

約
0.

4%
の

増
額

改
定

。

【
標

準
経

常
経

費
】

◇
大

学
等

（
大

学
院

大
学

を
除

く
）

の
開

設
年

度
の

経
常

経
費

は
，

「
標

準
経

常
経

費
」

以
上

で
あ

る
こ

と
が

必
要

。
※

「
標

準
経

常
経

費
」

に
つ

い
て

は
改

定
な

し
。

→
H

26
.9

.3
0付

(2
6文

科
高

第
51

5号
)に

お
い

て
通

知
済

み
。

【
標

準
設

置
経

費
】

◇
大

学
等

（
大

学
院

大
学

を
除

く
）

の
施

設
・

設
備

の
整

備
に

要
す

る
経

費
は

，
「

標
準

設
置

経
費

」
以

上
で

あ
る

こ
と

が
必

要
。

◇
転

用
・

共
用

す
る

既
存

の
施

設
・

設
備

が
あ

れ
ば

，
当

該
施

設
等

の
簿

価
分

を
含

め
「

標
準

設
置

経
費

」
以

上
で

あ
れ

ば
可

。
※

施
設

に
つ

い
て

は
約

7.
7%

，
設

備
に

つ
い

て
は

約
0.

4%
の

増
額

改
定

。

【
標

準
経

常
経

費
】

◇
大

学
等

（
大

学
院

大
学

を
除

く
）

の
開

設
年

度
の

経
常

経
費

は
，

「
標

準
経

常
経

費
」

以
上

で
あ

る
こ

と
が

必
要

。
※

「
標

準
経

常
経

費
」

に
つ

い
て

は
改

定
な

し
。

→
H

26
.9

.3
0付

(2
6文

科
高

第
51

5号
)に

お
い

て
通

知
済

み
。

②
標

準
設

置
経

費
，

標
準

経
常

経
費

②
標

準
設

置
経

費
，

標
準

経
常

経
費

◇
設

置
経

費
等

の
財

源
は

，
申

請
時

点
で

負
債

性
の

な
い

自
己

資
金

で
保

有
し

て
い

る
こ

と
が

必
要

。
◇

財
源

の
保

有
形

態
は

，
現

金
預

金
の

ほ
か

国
債

等
の

有
価

証
券

で
，

一
定

の
要

件
を

満
た

す
も

の
で

も
可

。
◇

経
常

経
費

の
財

源
の

う
ち

，
学

生
納

付
金

に
つ

い
て

は
，

学
生

数
が

合
理

的
に

算
定

さ
れ

，
確

実
に

収
納

さ
れ

る
見

込
み

が
あ

る
と

認
め

ら
れ

る
こ

と
。

◇
設

置
経

費
等

の
財

源
は

，
申

請
時

点
で

負
債

性
の

な
い

自
己

資
金

で
保

有
し

て
い

る
こ

と
が

必
要

。
◇

財
源

の
保

有
形

態
は

，
現

金
預

金
の

ほ
か

国
債

等
の

有
価

証
券

で
，

一
定

の
要

件
を

満
た

す
も

の
で

も
可

。
◇

経
常

経
費

の
財

源
の

う
ち

，
学

生
納

付
金

に
つ

い
て

は
，

学
生

数
が

合
理

的
に

算
定

さ
れ

，
確

実
に

収
納

さ
れ

る
見

込
み

が
あ

る
と

認
め

ら
れ

る
こ

と
。

③
設

置
経

費
，

経
常

経
費

の
財

源
③

設
置

経
費

，
経

常
経

費
の

財
源

【
負

債
率

】
◇

開
設

年
度

の
前

々
年

度
末

の
負

債
率

が
25

％
以

下
で

あ
る

こ
と

が
必

要
。

【
負

債
償

還
率

】
◇

開
設

年
度

の
3年

前
か

ら
完

成
年

度
ま

で
の

各
年

度
の

負
債

償
還

率
が

20
％

以
下

で
あ

る
こ

と
が

必
要

。

【
負

債
率

】
◇

開
設

年
度

の
前

々
年

度
末

の
負

債
率

が
25

％
以

下
で

あ
る

こ
と

が
必

要
。

【
負

債
償

還
率

】
◇

開
設

年
度

の
3年

前
か

ら
完

成
年

度
ま

で
の

各
年

度
の

負
債

償
還

率
が

20
％

以
下

で
あ

る
こ

と
が

必
要

。

④
負

債
率

，
負

債
償

還
率

④
負

債
率

，
負

債
償

還
率

◇
学

校
等

の
管

理
運

営
に

お
い

て
，

適
正

を
欠

く
事

実
が

な
い

こ
と

等
◇

学
校

等
の

管
理

運
営

に
お

い
て

，
適

正
を

欠
く

事
実

が
な

い
こ

と
等

⑤
管

理
運

営
状

況
等

⑤
管

理
運

営
状

況
等

1

※
学

校
法

人
会

計
基

準
の

改
正

に
伴

う
科

目
名

称
の

変
更

が
あ

り
う

る
。
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2

（
２

）
設

置
経

費
の

財
源

の
考

え
方

◇
設

置
経

費
の

財
源

は
，

申
請

時
点

で
負

債
性

の
な

い
自

己
資

金
で

保
有

し
て

い
る

こ
と

が
必

要
。

◇
保

有
形

態
は

，
現

金
預

金
の

ほ
か

国
債

等
の

有
価

証
券

で
一

定
の

要
件

を
満

た
す

も
の

で
も

可
。

◇
設

置
経

費
の

財
源

は
，

申
請

時
点

で
負

債
性

の
な

い
自

己
資

金
で

保
有

し
て

い
る

こ
と

が
必

要
。

◇
保

有
形

態
は

，
現

金
預

金
の

ほ
か

国
債

等
の

有
価

証
券

で
一

定
の

要
件

を
満

た
す

も
の

で
も

可
。

貸
借

対
照

表
を

基
礎

と
す

る
財

源
の

フ
ロ

ー
チ

ャ
ー

ト
（

基
本

的
な

考
え

方
）

①
【

現
金

預
金

－
（

流
動

負
債

＋
第

４
号

基
本

金
）

】
が

設
置

経
費

を
上

回
っ

て
い

る
か

。

②
前

受
金

以
外

の
流

動
負

債
に

対
応

し
た

資
産

を
有

す
る

場
合

，
そ

れ
ら

を
除

い
た

上
で

上
記

①
が

設
置

経
費

を
上

回
っ

て
い

る
か

。

上
回

っ
て

い
な

い

③
設

置
経

費
の

支
払

時
期

ま
で

に
現

金
化

出
来

る
有

価
証

券
（

注
１

）
が

あ
る

場
合

，
そ

れ
を

財
源

に
加

え
た

上
で

上
記

①
が

設
置

経
費

を
上

回
っ

て
い

る
か

。

上
回

っ
て

い
な

い

財
源

を
，

負
債

性
の

な
い

自
己

資
金

等
で

保
有

し
て

い
る

。

上
回

っ
て

い
な

い

財
源

の
説

明
が

つ
か

な
い

。
計

画
の

見
直

し
が

必
要

。
（

注
２

）

上
回

っ
て

い
る

上
回

っ
て

い
る

上
回

っ
て

い
る

（
注

１
）

審
査

基
準

第
一

の
一

の
（

十
）

の
オ

（
財

源
の

保
有

形
態

）
に

留
意

が
必

要
。

（
注

２
）

第
４

号
基

本
金

に
対

応
し

た
資

産
や

設
置

財
源

に
充

当
で

き
る

特
定

資
産

を
保

有
し

て
い

る
場

合
は

，
個

別
に

ご
相

談
い

た
だ

き
た

い
。
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3

（
３

）
負

債
率

◇
「

学
校

法
人

の
寄

附
行

為
及

び
寄

附
行

為
の

変
更

の
認

可
に

関
す

る
審

査
基

準
」

で
規

定
し

て
い

る
「

負
債

率
」

は
，

「
総

資
産

額
」

に
占

め
る

「
前

受
金

を
除

く
総

負
債

額
」

の
割

合
。

◇
こ

の
「

負
債

率
」

は
，

日
本

私
立

学
校

振
興

・
共

済
事

業
団

が
毎

年
度

作
成

し
て

い
る

「
今

日
の

私
学

財
政

」
に

掲
載

さ
れ

て
い

る
「

総
負

債
比

率
」

や
「

負
債

比
率

」
と

は
算

出
方

法
が

異
な

る
の

で
留

意
が

必
要

。

◇
「

学
校

法
人

の
寄

附
行

為
及

び
寄

附
行

為
の

変
更

の
認

可
に

関
す

る
審

査
基

準
」

で
規

定
し

て
い

る
「

負
債

率
」

は
，

「
総

資
産

額
」

に
占

め
る

「
前

受
金

を
除

く
総

負
債

額
」

の
割

合
。

◇
こ

の
「

負
債

率
」

は
，

日
本

私
立

学
校

振
興

・
共

済
事

業
団

が
毎

年
度

作
成

し
て

い
る

「
今

日
の

私
学

財
政

」
に

掲
載

さ
れ

て
い

る
「

総
負

債
比

率
」

や
「

負
債

比
率

」
と

は
算

出
方

法
が

異
な

る
の

で
留

意
が

必
要

。

①
負

債
率

（
審

査
基

準
）

総
資

産
額

に
占

め
る

前
受

金
を

除
く

総
負

債
額

の
割

合

(総
負

債
額

4
0
0
 －

前
受

金
2
0
0
) 

÷
総

資
産

額
1
,0

0
0
 ×

1
0
0
 ＝

2
0
％

③
負

債
比

率
（

私
学

事
業

団
「

今
日

の
私

学
財

政
」

）
自

己
資

金
(基

本
金

＋
消

費
収

支
差

額
)に

占
め

る
総

負
債

額
の

割
合

総
負

債
額

4
0
0
 ÷

自
己

資
金

6
0
0
(※

) 
×

1
0
0
 ＝

6
6
.7

％

※
自

己
資

金
＝

基
本

金
＋

消
費

収
支

差
額

②
総

負
債

比
率

（
私

学
事

業
団

「
今

日
の

私
学

財
政

」
）

総
資

産
額

に
占

め
る

総
負

債
額

の
割

合

総
負

債
額

4
0
0
 ÷

総
資

産
額

1
,0

0
0
 ×

1
0
0
 ＝

4
0
％

２
．

負
債

率
等

の
算

出
方

法
１

．
貸

借
対

照
表

の
状

況

総
資

産
額

1
,0

0
0

基
本

金
5
0
0

総
負

債
額

4
0
0

消
費

収
支

差
額

1
0
0

自
己

資
金

6
0
0

う
ち

前
受

金
2
0
0
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4

◇
「

学
校

法
人

の
寄

附
行

為
及

び
寄

附
行

為
の

変
更

の
認

可
に

関
す

る
審

査
基

準
」

で
規

定
し

て
い

る
「

負
債

償
還

率
」

は
，

「
帰

属
収

入
」

に
占

め
る

「
負

債
償

還
額

（
元

本
＋

利
息

）
」

の
割

合
。

◇
「

負
債

償
還

率
」

を
算

出
す

る
際

，
「

短
期

借
入

金
」

を
除

外
す

る
こ

と
が

可
能

で
あ

る
が

，
こ

の
「

短
期

借
入

金
」

は
，

「
学

校
法

人
会

計
基

準
」

に
お

け
る

「
短

期
借

入
金

」
と

は
取

り
扱

い
が

異
な

る
の

で
，

留
意

が
必

要
。

◇
「

学
校

法
人

の
寄

附
行

為
及

び
寄

附
行

為
の

変
更

の
認

可
に

関
す

る
審

査
基

準
」

で
規

定
し

て
い

る
「

負
債

償
還

率
」

は
，

「
帰

属
収

入
」

に
占

め
る

「
負

債
償

還
額

（
元

本
＋

利
息

）
」

の
割

合
。

◇
「

負
債

償
還

率
」

を
算

出
す

る
際

，
「

短
期

借
入

金
」

を
除

外
す

る
こ

と
が

可
能

で
あ

る
が

，
こ

の
「

短
期

借
入

金
」

は
，

「
学

校
法

人
会

計
基

準
」

に
お

け
る

「
短

期
借

入
金

」
と

は
取

り
扱

い
が

異
な

る
の

で
，

留
意

が
必

要
。

①
算

出
方

法

（
借

入
金

等
返

済
支

出
＋

借
入

金
等

利
息

支
出

）
÷

帰
属

収
入

×
1
0
0
 ≦

 2
0
％

②
短

期
借

入
金

の
取

扱
い

ア
「

学
校

法
人

の
寄

附
行

為
及

び
寄

附
行

為
の

変
更

の
認

可
に

関
す

る
審

査
基

準
」

上
の

取
扱

い
借

入
を

行
う

年
度

内
に

償
還

期
限

が
到

来
す

る
も

の
に

限
る

（
借

入
時

期
と

償
還

期
限

が
同

一
年

度
内

）

イ
「

学
校

法
人

会
計

基
準

」
上

の
取

扱
い

償
還

期
限

が
貸

借
対

照
表

日
後

１
年

以
内

に
到

来
す

る
も

の
（

借
入

時
期

と
償

還
期

限
が

年
度

を
ま

た
ぐ

）

・
短

期
借

入
金

（
借

入
を

行
う

年
度

内
に

償
還

期
限

が
到

来
す

る
も

の
に

限
る

）
は

除
外

す
る

こ
と

が
可

能
。

・
借

入
金

を
繰

上
償

還
し

た
場

合
は

，
当

該
償

還
額

は
除

外
す

る
こ

と
が

可
能

。

（
４

）
負

債
償

還
率
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（
５

）
管

理
運

営
体

制
等

5

大
学

等
を

設
置

す
る

学
校

法
人

に
ふ

さ
わ

し
い

管
理

運
営

体
制

が
整

備
さ

れ
て

い
る

こ
と

が
必

要

ア
理

事
長

の
資

質

・
業

務
の

全
般

に
つ

い
て

主
導

的
な

役
割

等
を

果
た

す
た

め
に

必
要

な
知

識
又

は
経

験

イ
理

事
体

制
の

整
備

・
理

事
相

互
間

の
情

報
及

び
意

見
交

換
の

機
会

の
十

分
な

確
保

ウ
他

の
学

校
法

人
の

役
員

と
の

兼
職

の
制

限
，

役
員

の
構

成
（

教
学

側
の

意
向

が
適

切
に

反
映

さ
れ

る
構

成
）

エ
監

事
の

支
援

体
制

の
整

備

・
業

務
や

財
務

に
係

る
情

報
提

供
，

内
部

監
査

部
門

等
と

の
情

報
共

有
，

監
事

業
務

を
サ

ポ
ー

ト
す

る
人

員
の

配
置

エ
管

理
運

営
上

必
要

な
諸

規
程

の
整

備
（

以
下

参
照

）

オ
（

偽
り

や
不

正
行

為
に

よ
り

）
不

認
可

期
間

の
設

定
の

適
用

を
受

け
た

者
が

特
定

期
間

を
経

過
し

た
後

に

申
請

す
る

場
合

，
再

発
防

止
の

た
め

の
必

要
な

措
置

な
ど

大
学

等
を

設
置

す
る

学
校

法
人

に
ふ

さ
わ

し
い

管
理

運
営

体
制

が
整

備
さ

れ
て

い
る

こ
と

が
必

要

ア
理

事
長

の
資

質

・
業

務
の

全
般

に
つ

い
て

主
導

的
な

役
割

等
を

果
た

す
た

め
に

必
要

な
知

識
又

は
経

験

イ
理

事
体

制
の

整
備

・
理

事
相

互
間

の
情

報
及

び
意

見
交

換
の

機
会

の
十

分
な

確
保

ウ
他

の
学

校
法

人
の

役
員

と
の

兼
職

の
制

限
，

役
員

の
構

成
（

教
学

側
の

意
向

が
適

切
に

反
映

さ
れ

る
構

成
）

エ
監

事
の

支
援

体
制

の
整

備

・
業

務
や

財
務

に
係

る
情

報
提

供
，

内
部

監
査

部
門

等
と

の
情

報
共

有
，

監
事

業
務

を
サ

ポ
ー

ト
す

る
人

員
の

配
置

エ
管

理
運

営
上

必
要

な
諸

規
程

の
整

備
（

以
下

参
照

）

オ
（

偽
り

や
不

正
行

為
に

よ
り

）
不

認
可

期
間

の
設

定
の

適
用

を
受

け
た

者
が

特
定

期
間

を
経

過
し

た
後

に

申
請

す
る

場
合

，
再

発
防

止
の

た
め

の
必

要
な

措
置

な
ど

＜
学

校
法

人
の

管
理

運
営

上
必

要
な

諸
規

程
の

例
＞

【
組

織
・

総
務

関
係

】
組

織
規

程
，

事
務

分
掌

規
程

，
稟

議
規

程
，

文
書

取
扱

（
接

受
，

保
管

）
規

程
，

公
印

取
扱

規
程

，
個

人
情

報
保

護
に

関
す

る
規

程
，

情
報

公
開

に
関

す
る

規
程

，
公

益
通

報
に

関
す

る
規

程
【

人
事

・
給

与
関

係
】

就
業

規
則

，
教

職
員

任
免

規
程

，
定

年
規

程
，

役
員

報
酬

規
程

（
支

給
す

る
場

合
）

，
教

職
員

給
与

規
程

，
役

員
退

職
金

支
給

規
程

（
支

給
す

る
場

合
）

，
教

職
員

退
職

金
支

給
規

程
，

旅
費

規
程

【
財

務
関

係
】

会
計

・
経

理
規

程
，

固
定

資
産

管
理

規
程

，
物

品
管

理
規

程
，

資
産

運
用

に
関

す
る

規
程

な
ど

＜
学

校
法

人
の

管
理

運
営

上
必

要
な

諸
規

程
の

例
＞

【
組

織
・

総
務

関
係

】
組

織
規

程
，

事
務

分
掌

規
程

，
稟

議
規

程
，

文
書

取
扱

（
接

受
，

保
管

）
規

程
，

公
印

取
扱

規
程

，
個

人
情

報
保

護
に

関
す

る
規

程
，

情
報

公
開

に
関

す
る

規
程

，
公

益
通

報
に

関
す

る
規

程
【

人
事

・
給

与
関

係
】

就
業

規
則

，
教

職
員

任
免

規
程

，
定

年
規

程
，

役
員

報
酬

規
程

（
支

給
す

る
場

合
）

，
教

職
員

給
与

規
程

，
役

員
退

職
金

支
給

規
程

（
支

給
す

る
場

合
）

，
教

職
員

退
職

金
支

給
規

程
，

旅
費

規
程

【
財

務
関

係
】

会
計

・
経

理
規

程
，

固
定

資
産

管
理

規
程

，
物

品
管

理
規

程
，

資
産

運
用

に
関

す
る

規
程

な
ど

①
管

理
運

営
体

制
①

管
理

運
営

体
制
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学
校

等
の

管
理

運
営

に
お

い
て

，
適

正
を

欠
く

事
実

が
な

い
こ

と
が

必
要

。
こ

の
場

合
，

以
下

の
事

項
に

留
意

。

ア
法

令
に

基
づ

く
登

記
，

届
出

，
報

告
等

の
適

正
な

実
施

イ
役

員
間

，
教

職
員

間
又

は
こ

れ
ら

の
者

の
間

に
お

け
る

訴
訟

そ
の

他
の

紛
争

ウ
日

本
私

立
学

校
振

興
・

共
済

事
業

団
か

ら
の

借
入

金
の

償
還

，
そ

の
徴

収
す

る
掛

金
，

公
租

公
課

の
支

払
状

況

エ
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

の
利

用
そ

の
他

の
適

切
な

方
法

に
よ

る
財

務
情

報
の

公
表

の
状

況

学
校

等
の

管
理

運
営

に
お

い
て

，
適

正
を

欠
く

事
実

が
な

い
こ

と
が

必
要

。
こ

の
場

合
，

以
下

の
事

項
に

留
意

。

ア
法

令
に

基
づ

く
登

記
，

届
出

，
報

告
等

の
適

正
な

実
施

イ
役

員
間

，
教

職
員

間
又

は
こ

れ
ら

の
者

の
間

に
お

け
る

訴
訟

そ
の

他
の

紛
争

ウ
日

本
私

立
学

校
振

興
・

共
済

事
業

団
か

ら
の

借
入

金
の

償
還

，
そ

の
徴

収
す

る
掛

金
，

公
租

公
課

の
支

払
状

況

エ
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

の
利

用
そ

の
他

の
適

切
な

方
法

に
よ

る
財

務
情

報
の

公
表

の
状

況

＜
管

理
運

営
体

制
，

管
理

運
営

状
況

，
事

務
処

理
体

制
に

つ
い

て
の

留
意

点
（

主
な

指
摘

例
）

＞

○
役

員
，

評
議

員
の

構
成

が
特

定
の

親
族

や
高

齢
に

偏
向

○
監

事
の

職
務

執
行

状
況

や
監

事
を

機
能

さ
せ

る
た

め
の

支
援

体
制

・
取

組
が

不
十

分

○
役

員
が

法
人

の
運

営
状

況
を

把
握

す
る

た
め

の
体

制
が

不
十

分
（

理
事

長
の

出
勤

状
況

，
理

事
・

監
事

の
理

事
会

等
へ

の
出

席
状

況
，

理
事

会
の

開
催

頻
度

，
理

事
会

・
評

議
員

会
の

遠
隔

地
で

の
開

催
な

ど
）

○
役

員
，

評
議

員
の

選
任

方
法

が
不

適
切

（
遡

及
し

た
選

任
，

理
事

会
等

の
承

認
を

経
ず

に
選

任
な

ど
）

○
理

事
会

，
評

議
員

会
の

運
営

が
不

適
切

（
開

催
順

序
の

誤
り

，
書

面
に

よ
る

持
ち

回
り

，
理

事
会

，
評

議
員

会
の

同
時

開
催

，
白

紙
委

任
な

ど
）

○
学

校
法

人
と

理
事

長
個

人
が

利
益

相
反

行
為

に
あ

た
る

契
約

を
締

結

○
資

金
管

理
が

不
適

切
（

関
連

法
人

へ
の

不
適

切
な

担
保

提
供

，
書

面
に

よ
る

確
認

の
な

い
ま

ま
の

債
務

保
証

な
ど

）

○
財

務
関

係
書

類
等

の
備

え
付

け
が

遅
延

，
作

成
す

べ
き

書
類

が
未

作
成

○
法

令
に

基
づ

く
登

記
の

不
備

（
代

表
権

の
登

記
，

資
産

総
額

変
更

登
記

な
ど

）

○
財

務
関

係
書

類
の

利
害

関
係

人
へ

の
閲

覧
（

閲
覧

対
象

書
類

，
閲

覧
の

対
象

者
）

が
不

十
分

○
財

務
状

況
の

一
般

公
開

（
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
へ

の
掲

載
）

が
未

実
施

又
は

不
十

分

○
休

校
中

の
学

校
等

や
休

止
中

の
収

益
事

業
に

つ
い

て
，

今
後

の
取

扱
い

が
未

定

＜
管

理
運

営
体

制
，

管
理

運
営

状
況

，
事

務
処

理
体

制
に

つ
い

て
の

留
意

点
（

主
な

指
摘

例
）

＞

○
役

員
，

評
議

員
の

構
成

が
特

定
の

親
族

や
高

齢
に

偏
向

○
監

事
の

職
務

執
行

状
況

や
監

事
を

機
能

さ
せ

る
た

め
の

支
援

体
制

・
取

組
が

不
十

分

○
役

員
が

法
人

の
運

営
状

況
を

把
握

す
る

た
め

の
体

制
が

不
十

分
（

理
事

長
の

出
勤

状
況

，
理

事
・

監
事

の
理

事
会

等
へ

の
出

席
状

況
，

理
事

会
の

開
催

頻
度

，
理

事
会

・
評

議
員

会
の

遠
隔

地
で

の
開

催
な

ど
）

○
役

員
，

評
議

員
の

選
任

方
法

が
不

適
切

（
遡

及
し

た
選

任
，

理
事

会
等

の
承

認
を

経
ず

に
選

任
な

ど
）

○
理

事
会

，
評

議
員

会
の

運
営

が
不

適
切

（
開

催
順

序
の

誤
り

，
書

面
に

よ
る

持
ち

回
り

，
理

事
会

，
評

議
員

会
の

同
時

開
催

，
白

紙
委

任
な

ど
）

○
学

校
法

人
と

理
事

長
個

人
が

利
益

相
反

行
為

に
あ

た
る

契
約

を
締

結

○
資

金
管

理
が

不
適

切
（

関
連

法
人

へ
の

不
適

切
な

担
保

提
供

，
書

面
に

よ
る

確
認

の
な

い
ま

ま
の

債
務

保
証

な
ど

）

○
財

務
関

係
書

類
等

の
備

え
付

け
が

遅
延

，
作

成
す

べ
き

書
類

が
未

作
成

○
法

令
に

基
づ

く
登

記
の

不
備

（
代

表
権

の
登

記
，

資
産

総
額

変
更

登
記

な
ど

）

○
財

務
関

係
書

類
の

利
害

関
係

人
へ

の
閲

覧
（

閲
覧

対
象

書
類

，
閲

覧
の

対
象

者
）

が
不

十
分

○
財

務
状

況
の

一
般

公
開

（
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
へ

の
掲

載
）

が
未

実
施

又
は

不
十

分

○
休

校
中

の
学

校
等

や
休

止
中

の
収

益
事

業
に

つ
い

て
，

今
後

の
取

扱
い

が
未

定

②
管

理
運

営
状

況
，

事
務

処
理

状
況

②
管

理
運

営
状

況
，

事
務

処
理

状
況

6
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大
学

等
を

設
置

す
る

学
校

法
人

に
ふ

さ
わ

し
い

財
務

状
況

等
が

確
保

さ
れ

て
い

る
こ

と
が

必
要

。
こ

の
場

合
，

以
下

の
事

項
に

留
意

。

ア
収

支
バ

ラ
ン

ス
，

ス
ト

ッ
ク

の
状

況
，

及
び

各
種

財
務

関
係

比
率

の
状

況

イ
財

政
計

画
の

作
成

状
況

ウ
寄

附
金

，
補

助
金

の
収

納
状

況

大
学

等
を

設
置

す
る

学
校

法
人

に
ふ

さ
わ

し
い

財
務

状
況

等
が

確
保

さ
れ

て
い

る
こ

と
が

必
要

。
こ

の
場

合
，

以
下

の
事

項
に

留
意

。

ア
収

支
バ

ラ
ン

ス
，

ス
ト

ッ
ク

の
状

況
，

及
び

各
種

財
務

関
係

比
率

の
状

況

イ
財

政
計

画
の

作
成

状
況

ウ
寄

附
金

，
補

助
金

の
収

納
状

況

＜
財

務
状

況
等

に
お

け
る

主
な

指
摘

例
＞

○
帰

属
収

支
差

額
が

マ
イ

ナ
ス

の
状

態
で

継
続

○
消

費
支

出
に

対
す

る
教

育
研

究
経

費
の

割
合

が
同

系
統

の
大

学
等

を
設

置
す

る
学

校
法

人
に

比
べ

て
低

い
（

低

下
傾

向
に

あ
る

）

○
学

生
生

徒
等

納
付

金
に

対
す

る
経

常
経

費
支

出
の

割
合

が
同

系
統

の
大

学
等

を
設

置
す

る
学

校
法

人
に

比
べ

て

低
い

○
負

債
率

や
負

債
償

還
率

が
高

い

○
収

支
の

均
衡

を
前

提
と

し
た

中
長

期
的

な
財

政
計

画
の

策
定

・
実

施
等

，
財

政
基

盤
の

安
定

確
保

○
既

設
校

の
定

員
未

充
足

の
改

善

○
補

助
金

の
確

実
な

収
納

○
設

置
経

費
の

財
源

と
し

て
適

当
と

認
め

ら
れ

る
寄

附
金

で
あ

る
こ

と
の

説
明

＜
財

務
状

況
等

に
お

け
る

主
な

指
摘

例
＞

○
帰

属
収

支
差

額
が

マ
イ

ナ
ス

の
状

態
で

継
続

○
消

費
支

出
に

対
す

る
教

育
研

究
経

費
の

割
合

が
同

系
統

の
大

学
等

を
設

置
す

る
学

校
法

人
に

比
べ

て
低

い
（

低

下
傾

向
に

あ
る

）

○
学

生
生

徒
等

納
付

金
に

対
す

る
経

常
経

費
支

出
の

割
合

が
同

系
統

の
大

学
等

を
設

置
す

る
学

校
法

人
に

比
べ

て

低
い

○
負

債
率

や
負

債
償

還
率

が
高

い

○
収

支
の

均
衡

を
前

提
と

し
た

中
長

期
的

な
財

政
計

画
の

策
定

・
実

施
等

，
財

政
基

盤
の

安
定

確
保

○
既

設
校

の
定

員
未

充
足

の
改

善

○
補

助
金

の
確

実
な

収
納

○
設

置
経

費
の

財
源

と
し

て
適

当
と

認
め

ら
れ

る
寄

附
金

で
あ

る
こ

と
の

説
明

③
財

務
状

況
等

③
財

務
状

況
等

7
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２
．

申
請

手
続

等
の

流
れ

２
．

平
成

２
８

年
度

以
降

の
開

設
案

件
か

ら
の

審
査

に
つ

い
て

1
0
月

1
2
月

５
月

６
月

７
月

８
月

1
0
月

末
３

月
末

分
科

会
分

科
会

分
科

会
分

科
会

申 請
諮 問

申 請
諮 問

追 加 書 類 提 出 ① ②

意 見 伝 達 ②

意 見 回 答 ②

答 申 ① ②

認 可 ① ②

面 接 ・ 書 面 審 査 ②

（ 実 地 審 査 ） ②
①

大
学

等
設

置
②

学
部

等
設

置

（ 文 科 省 ホ ー ム ペ ー ジ ）

申 請 書 類 の 公 開

設 置 構 想 審 査 ： 面 接 ①

学 生 確 保 等 審 査 ： 書 面 ①

学 生 確 保 等 審 査 ： 書 面 ②

1
1
月

４
月

～
２

月
３

月

意 見 伝 達 ①

意 見 回 答 ①

（ 実 地 審 査 ） ①

面 接 ・ 書 面 審 査 ①

8

よ
り

充
実

し
た

審
査

を
行

う
た

め
に

審
査

期
間

を
延

長
す

る
と

と
も

に
，

認
可

後
に

余
裕

を
も

っ
て

学
生

募
集

が
行

え
る

よ
う

，
認

可
時

期
の

早
期

化
を

実
施

。
【

大
学

等
新

設
案

件
】

申
請

期
限

開
設

前
々

年
度

の
３

月
末

同
1
0
月

末
（

※
５

ヶ
月

前
倒

し
）

認
可

時
期

開
設

前
年

度
の

1
0
月

末
同

８
月

末
（

※
２

ヶ
月

前
倒

し
）

審
査

期
間

約
７

ヶ
月

約
1
0
ヶ

月
（

※
３

ヶ
月

延
長

）
【

学
部

等
新

設
案

件
】

申
請

期
限

開
設

前
年

度
の

５
月

末
開

設
前

々
年

度
の

３
月

末
（

※
２

ヶ
月

前
倒

し
）

認
可

時
期

開
設

前
年

度
の

1
0
月

末
同

８
月

末
（

※
２

ヶ
月

前
倒

し
）

審
査

期
間

約
５

ヶ
月

約
５

ヶ
月

（
※

変
更

な
し

）

（
１

）
審

査
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
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（
１

）
審

査
体

制

◇
審

査
の

最
初

の
段

階
で

，
理

事
長

（
予

定
者

）
及

び
学

長
予

定
者

を
直

接
面

接
し

，
設

置
の

理
念

な
ど

設
置

構
想

の
根

幹
的

な
事

項
に

つ
い

て
審

査
。

◇
地

元
自

治
体

か
ら

大
学

へ
の

期
待

や
連

携
へ

の
意

識
等

を
確

認
。

◇
審

査
の

最
初

の
段

階
で

，
理

事
長

（
予

定
者

）
及

び
学

長
予

定
者

を
直

接
面

接
し

，
設

置
の

理
念

な
ど

設
置

構
想

の
根

幹
的

な
事

項
に

つ
い

て
審

査
。

◇
地

元
自

治
体

か
ら

大
学

へ
の

期
待

や
連

携
へ

の
意

識
等

を
確

認
。

①
設

置
構

想
審

査
（

大
学

新
設

の
み

）
の

実
施

①
設

置
構

想
審

査
（

大
学

新
設

の
み

）
の

実
施

9

◇
必

要
に

応
じ

，
定

員
充

足
し

な
い

場
合

の
財

務
計

画
や

教
育

研
究

へ
の

影
響

に
係

る
基

本
方

針
(認

識
)に

つ
い

て
書

面
に

よ
り

確
認

。
◇

必
要

に
応

じ
，

具
体

的
な

資
金

計
画

等
を

確
認

。

◇
必

要
に

応
じ

，
定

員
充

足
し

な
い

場
合

の
財

務
計

画
や

教
育

研
究

へ
の

影
響

に
係

る
基

本
方

針
(認

識
)に

つ
い

て
書

面
に

よ
り

確
認

。
◇

必
要

に
応

じ
，

具
体

的
な

資
金

計
画

等
を

確
認

。

③
大

幅
な

定
員

未
充

足
が

生
じ

た
場

合
の

対
応

方
針

・
方

策
（

い
わ

ゆ
る

リ
ス

ク
シ

ナ
リ

オ
）

の
確

認
③

大
幅

な
定

員
未

充
足

が
生

じ
た

場
合

の
対

応
方

針
・

方
策

（
い

わ
ゆ

る
リ

ス
ク

シ
ナ

リ
オ

）
の

確
認

◇
経
営
基
盤
の
安
定
確
保
の
た
め
の
最
重
要
課
題
で
あ
る
，
学
生
確
保
の
観
点
か
ら
審
査
を
実
施
し
，
学
校
法
人
の
健
全

な
経
営
の
確
保
に
必
要
な
指
導
，
助
言
を
行
う
こ
と
を
目
的
。

※
審

査
の

観
点

等
は

次
項

参
照

◇
経
営
基
盤
の
安
定
確
保
の
た
め
の
最
重
要
課
題
で
あ
る
，
学
生
確
保
の
観
点
か
ら
審
査
を
実
施
し
，
学
校
法
人
の
健
全

な
経
営
の
確
保
に
必
要
な
指
導
，
助
言
を
行
う
こ
と
を
目
的
。

※
審

査
の

観
点

等
は

次
項

参
照

②
学

生
確

保
等

に
関

す
る

審
査

の
実

施
②

学
生

確
保

等
に

関
す

る
審

査
の

実
施

３
．

学
校

法
人

分
科

会
に

よ
る

審
査

の
概

要
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1
0

＜
学
生
確
保
等
に
関
す
る
審
査
の
主
な
観
点
＞

ア
調
査
結
果
に
客
観
性
が
担
保
さ
れ
て
い
る
か
。
（
対
応
例
：
回
答
者
の
属
性
を
明
ら
か
に
し
た
第
三
者
の
調
査
，
公
的

機
関
に
よ
る
調
査
）

イ
調
査
の
適
切
性
が
担
保
さ
れ
て
い
る
か
。

・
調
査
時
期
は
適
切
か
。
（
古
く
な
い
か
）

・
調
査
対
象
は
適
切
か
。
（
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ポ
リ
シ
ー
や
受
入
実
績
と
の
整
合
）

・
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
場
合
，
対
象
者
に
必
要
な
情
報
を
明
示
し
て
い
る
か
。

明
示
す
べ
き
事
項
例
：
①
学
部
学
科
の
名
称
②
設
置
の
理
念
，
養
成
す
る
人
物
像
③
設
置
場
所
（
ア
ク
セ
ス
）

④
学
生
納
付
金
⑤
競
合
す
る
大
学
・
学
部
学
科
等
の
名
称
等

・
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
場
合
，
設
問
項
目
は
適
切
か
。
（
入
学
の
意
思
を
明
確
に
確
認
で
き
る
設
問
か
，
単
な
る
意
識
調

査
に
と
ど
ま
っ
て
い
な
い
か
）

ウ
重
層
的
な
調
査
（
確
認
）
が
な
さ
れ
て
い
る
か
。
（
対
応
例
：
高
校
生
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
，
競
合
校
の
状
況
（
全
国
的

な
状
況
，
近
隣
の
状
況
）
，
学
校
基
本
調
査
や
志
願
動
向
調
査
に
基
づ
く
自
己
分
析
を
実
施
）

エ
既
設
校
に
お
い
て
定
員
が
確
保
さ
れ
て
い
る
か
。
（
対
応
例
：
学
部
学
科
の
改
編
，
未
充
足
学
部
等
の
定
員
縮
小
）

オ
学
生
納
付
金
の
設
定
は
適
切
か
。
（
対
応
例
：
既
設
学
部
や
近
隣
の
競
合
校
等
の
状
況
を
把
握
・
分
析
）

カ
学
生
確
保
に
向
け
た
具
体
的
な
取
組
を
組
織
的
に
行
っ
て
い
る
か
。

キ
長
期
的
か
つ
安
定
的
に
入
学
定
員
を
上
回
る
入
学
希
望
者
が
い
る
こ
と
の
合
理
的
な
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
か
。

＜
学
生
確
保
等
に
関
す
る
審
査
の
主
な
観
点
＞

ア
調
査
結
果
に
客
観
性
が
担
保
さ
れ
て
い
る
か
。
（
対
応
例
：
回
答
者
の
属
性
を
明
ら
か
に
し
た
第
三
者
の
調
査
，
公
的

機
関
に
よ
る
調
査
）

イ
調
査
の
適
切
性
が
担
保
さ
れ
て
い
る
か
。

・
調
査
時
期
は
適
切
か
。
（
古
く
な
い
か
）

・
調
査
対
象
は
適
切
か
。
（
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ポ
リ
シ
ー
や
受
入
実
績
と
の
整
合
）

・
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
場
合
，
対
象
者
に
必
要
な
情
報
を
明
示
し
て
い
る
か
。

明
示
す
べ
き
事
項
例
：
①
学
部
学
科
の
名
称
②
設
置
の
理
念
，
養
成
す
る
人
物
像
③
設
置
場
所
（
ア
ク
セ
ス
）

④
学
生
納
付
金
⑤
競
合
す
る
大
学
・
学
部
学
科
等
の
名
称
等

・
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
場
合
，
設
問
項
目
は
適
切
か
。
（
入
学
の
意
思
を
明
確
に
確
認
で
き
る
設
問
か
，
単
な
る
意
識
調

査
に
と
ど
ま
っ
て
い
な
い
か
）

ウ
重
層
的
な
調
査
（
確
認
）
が
な
さ
れ
て
い
る
か
。
（
対
応
例
：
高
校
生
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
，
競
合
校
の
状
況
（
全
国
的

な
状
況
，
近
隣
の
状
況
）
，
学
校
基
本
調
査
や
志
願
動
向
調
査
に
基
づ
く
自
己
分
析
を
実
施
）

エ
既
設
校
に
お
い
て
定
員
が
確
保
さ
れ
て
い
る
か
。
（
対
応
例
：
学
部
学
科
の
改
編
，
未
充
足
学
部
等
の
定
員
縮
小
）

オ
学
生
納
付
金
の
設
定
は
適
切
か
。
（
対
応
例
：
既
設
学
部
や
近
隣
の
競
合
校
等
の
状
況
を
把
握
・
分
析
）

カ
学
生
確
保
に
向
け
た
具
体
的
な
取
組
を
組
織
的
に
行
っ
て
い
る
か
。

キ
長
期
的
か
つ
安
定
的
に
入
学
定
員
を
上
回
る
入
学
希
望
者
が
い
る
こ
と
の
合
理
的
な
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
か
。
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1
1

（
２

）
審

査
の

方
法

等

申 請
諮 問

◇
大

学
新

設
案

件
に

つ
い

て
は

１
１

月
～

１
２

月
頃

に
設

置
構

想
審

査
を

，
２

月
～

３
月

頃
に

面
接

審
査

を
実

施
。

学
部

等
新

設
案

件
に

つ
い

て
は

５
月

頃
に

面
接

審
査

ま
た

は
書

面
審

査
を

実
施

。

◇
面

接
審

査
（

各
申

請
者

か
ら

の
ヒ

ア
リ

ン
グ

形
式

）
の

対
象

者
は

分
科

会
で

決
定

。

◇
分

科
会

が
面

接
審

査
の

必
要

が
な

い
と

判
断

し
た

案
件

は
書

面
に

よ
り

審
査

。

◇
大

学
新

設
案

件
に

つ
い

て
は

１
１

月
～

１
２

月
頃

に
設

置
構

想
審

査
を

，
２

月
～

３
月

頃
に

面
接

審
査

を
実

施
。

学
部

等
新

設
案

件
に

つ
い

て
は

５
月

頃
に

面
接

審
査

ま
た

は
書

面
審

査
を

実
施

。

◇
面

接
審

査
（

各
申

請
者

か
ら

の
ヒ

ア
リ

ン
グ

形
式

）
の

対
象

者
は

分
科

会
で

決
定

。

◇
分

科
会

が
面

接
審

査
の

必
要

が
な

い
と

判
断

し
た

案
件

は
書

面
に

よ
り

審
査

。

◇
大

学
新

設
案

件
に

つ
い

て
は

５
月

頃
に

，
学

部
等

新
設

案
件

に
つ

い
て

は
７

月
～

８
月

頃
現

地
で

実
施

。

◇
伝

達
意

見
へ

の
対

応
状

況
等

に
つ

い
て

の
ヒ

ア
リ

ン
グ

の
ほ

か
，

施
設

，
設

備
等

の
整

備
状

況
の

現
地

確
認

，
証

憑
書

類
の

確
認

等
を

実
施

。

◇
大

学
新

設
案

件
に

つ
い

て
は

５
月

頃
に

，
学

部
等

新
設

案
件

に
つ

い
て

は
７

月
～

８
月

頃
現

地
で

実
施

。

◇
伝

達
意

見
へ

の
対

応
状

況
等

に
つ

い
て

の
ヒ

ア
リ

ン
グ

の
ほ

か
，

施
設

，
設

備
等

の
整

備
状

況
の

現
地

確
認

，
証

憑
書

類
の

確
認

等
を

実
施

。

意 見 伝 達

伝 達 意 見 へ の 回 答

答 申
認 可

①
面

接
(書

面
)審

査
①

面
接

(書
面

)審
査

②
実

地
調

査
（
※

）
②

実
地

調
査

（
※

）

※
申

請
区

分
等

に
よ

っ
て

は
，

「
実

地
調

査
」

を
行

わ
な

い
場

合
が

あ
る

。
※

大
学

新
設

案
件

に
つ

い
て

も
，

６
月

の
追

加
書

類
提

出
後

必
要

に
応

じ
て

７
～

８
月

頃
に

追
加

で
「

実
地

調
査

等
」

を
再

度
実

施
す

る
場

合
が

あ
る

。
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◇
開

設
前

々
年

度
の

１
０

月
末

ま
で

に
財

源
を

保
有

し
て

い
る

こ
と

が
必

要
。

◇
開

設
前

々
々

年
度

（
２

８
年

度
開

設
は

２
５

年
度

末
）

の
貸

借
対

照
表

に
て

財
源

を
確

認
。

◇
６

月
末

の
追

加
書

類
提

出
時

に
改

め
て

，
そ

れ
以

降
の

支
払

い
等

に
係

る
自

己
財

源
の

保
有

状
況

を
確

認
。

◇
開

設
前

々
年

度
の

１
０

月
末

ま
で

に
財

源
を

保
有

し
て

い
る

こ
と

が
必

要
。

◇
開

設
前

々
々

年
度

（
２

８
年

度
開

設
は

２
５

年
度

末
）

の
貸

借
対

照
表

に
て

財
源

を
確

認
。

◇
６

月
末

の
追

加
書

類
提

出
時

に
改

め
て

，
そ

れ
以

降
の

支
払

い
等

に
係

る
自

己
財

源
の

保
有

状
況

を
確

認
。

①
申

請
時

①
申

請
時

1
2

◇
開

設
前

々
年

度
の

３
月

末
ま

で
に

財
源

を
保

有
し

て
い

る
こ

と
が

必
要

。
◇

開
設

前
々

年
度

（
２

８
年

度
開

設
は

２
６

年
度

末
）

の
貸

借
対

照
表

に
て

財
源

を
確

認
。

◇
開

設
前

々
年

度
の

３
月

末
ま

で
に

財
源

を
保

有
し

て
い

る
こ

と
が

必
要

。
◇

開
設

前
々

年
度

（
２

８
年

度
開

設
は

２
６

年
度

末
）

の
貸

借
対

照
表

に
て

財
源

を
確

認
。

（
３

）
設

置
経

費
の

財
源

の
確

認

設
置

経
費

等
の

財
源

は
①

申
請

時
に

，
②

寄
附

金
，

資
産

売
却

収
入

，
そ

の
他

学
校

法
人

の
負

債
と

な
ら

な
い

収
入

に
よ

り
積

み
立

て
ら

れ
た

資
産

を
保

有
し

て
い

る
こ

と
が

必
要

。
設

置
経

費
等

の
財

源
は

①
申

請
時

に
，

②
寄

附
金

，
資

産
売

却
収

入
，

そ
の

他
学

校
法

人
の

負
債

と
な

ら
な

い
収

入
に

よ
り

積
み

立
て

ら
れ

た
資

産
を

保
有

し
て

い
る

こ
と

が
必

要
。

＜
大

学
新

設
案

件
＞

＜
学

部
等

新
設

案
件

＞

◇
借

入
金

に
よ

り
調

達
し

た
寄

附
金

は
設

置
経

費
と

し
て

認
め

ら
れ

な
い

。
こ

の
場

合
，

寄
附

者
が

行
っ

た
借

入

れ
に

限
ら

ず
，

そ
の

原
資

が
借

入
れ

に
よ

る
も

の
で

あ
る

場
合

も
設

置
経

費
と

し
て

認
め

ら
れ

な
い

。
◇

設
置

経
費

相
当

額
の

資
産

を
保

有
し

て
い

る
場

合
に

は
設

置
経

費
等

の
二

分
の

一
を

超
え

な
い

範
囲

で
借

入
金

を
充

て
る

こ
と

が
可

能
。

◇
借

入
金

に
よ

り
調

達
し

た
寄

附
金

は
設

置
経

費
と

し
て

認
め

ら
れ

な
い

。
こ

の
場

合
，

寄
附

者
が

行
っ

た
借

入

れ
に

限
ら

ず
，

そ
の

原
資

が
借

入
れ

に
よ

る
も

の
で

あ
る

場
合

も
設

置
経

費
と

し
て

認
め

ら
れ

な
い

。
◇

設
置

経
費

相
当

額
の

資
産

を
保

有
し

て
い

る
場

合
に

は
設

置
経

費
等

の
二

分
の

一
を

超
え

な
い

範
囲

で
借

入
金

を
充

て
る

こ
と

が
可

能
。

②
負

債
性

の
無

い
自

己
資

金
等

②
負

債
性

の
無

い
自

己
資

金
等
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◇
学

校
法

人
会

計
基

準
の

改
正

に
伴

い
，

平
成

２
７

年
度

予
算

か
ら

新
基

準
に

よ
る

作
成

が
必

要
。

→
今

後
，

学
校

法
人

の
寄

附
行

為
等

の
認

可
申

請
に

係
る

書
類

の
様

式
等

を
改

正
を

予
定

。
◇

学
校

法
人

会
計

基
準

の
改

正
に

伴
い

，
平

成
２

７
年

度
予

算
か

ら
新

基
準

に
よ

る
作

成
が

必
要

。
→

今
後

，
学

校
法

人
の

寄
附

行
為

等
の

認
可

申
請

に
係

る
書

類
の

様
式

等
を

改
正

を
予

定
。

学
校

法
人

会
計

基
準

の
改

正
学

校
法

人
会

計
基

準
の

改
正

1
3

＜
改

正
イ

メ
ー

ジ
(例

)＞

（
４

）
予

算
・

決
算

書
の

作
成

に
つ

い
て

【
消

費
収

支
予

算
決

算
総

括
表

】
【

事
業

活
動

収
支

予
算

決
算

総
括

表
】
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1
4

４
．

申
請

書
類

作
成

上
の

留
意

点
等

【
大

学
設

置
・

学
校

法
人

審
議

会
長

コ
メ

ン
ト

（
H
1
9
.1

1
.2

7
）

（
抜

粋
）

】

◇
平

成
2
0
年

度
開

設
予

定
の

申
請

案
件

は
，

総
じ

て
準

備
不

足
の

傾
向

が
顕

著
。

◇
大

学
設

置
に

関
す

る
基

本
的

理
解

を
欠

い
て

い
る

と
の

懸
念

が
も

た
れ

る
内

容
の

も
の

も
散

見
。

◇
各

申
請

者
は

じ
め

大
学

の
設

置
・

運
営

に
関

わ
る

全
て

の
方

に
対

し
，

あ
ら

た
め

て
大

学
を

設
置

す
る

責
任

の
重

み
を

十
分

に
自

覚
し

て
い

た
だ

く
よ

う
強

く
お

願
い

し
た

い
。

◇
積

極
的

に
教

育
情

報
・

財
務

情
報

を
公

開
し

，
社

会
に

対
す

る
説

明
責

任
を

果
た

す
よ

う
期

待
。

【
大

学
設

置
・

学
校

法
人

審
議

会
長

コ
メ

ン
ト

（
H
1
9
.1

1
.2

7
）

（
抜

粋
）

】

◇
平

成
2
0
年

度
開

設
予

定
の

申
請

案
件

は
，

総
じ

て
準

備
不

足
の

傾
向

が
顕

著
。

◇
大

学
設

置
に

関
す

る
基

本
的

理
解

を
欠

い
て

い
る

と
の

懸
念

が
も

た
れ

る
内

容
の

も
の

も
散

見
。

◇
各

申
請

者
は

じ
め

大
学

の
設

置
・

運
営

に
関

わ
る

全
て

の
方

に
対

し
，

あ
ら

た
め

て
大

学
を

設
置

す
る

責
任

の
重

み
を

十
分

に
自

覚
し

て
い

た
だ

く
よ

う
強

く
お

願
い

し
た

い
。

◇
積

極
的

に
教

育
情

報
・

財
務

情
報

を
公

開
し

，
社

会
に

対
す

る
説

明
責

任
を

果
た

す
よ

う
期

待
。

【
大

学
設

置
・

学
校

法
人

審
議

会
学

校
法

人
分

科
会

長
コ

メ
ン

ト
（

H
2
0
.2

.2
7
）

（
抜

粋
）

】

◇
近

年
，

新
設

早
々

学
生

確
保

に
苦

し
む

経
営

見
通

し
の

甘
い

大
学

，
校

舎
の

全
部

借
用

の
結

果
借

料
が

経
営

を
大

き
く

圧
迫

す
る

株
式

会
社

立
大

学
の

例
が

多
く

散
見

。
◇

昨
今

，
認

可
申

請
書

の
不

実
記

載
な

ど
の

不
正

申
請

，
文

部
科

学
大

臣
勧

告
を

受
け

た
株

式
会

社
立

大
学

の
例

な
ど

，
一

部
と

は
い

え
私

立
大

学
に

対
す

る
社

会
の

信
頼

を
失

い
か

ね
な

い
事

案
が

続
き

，
極

め
て

遺
憾

。
◇

設
置

認
可

に
際

し
，

「
数

値
基

準
さ

れ
ク

リ
ア

す
れ

ば
」

と
い

っ
た

低
い

意
識

の
申

請
者

が
増

加
。

◇
我

が
国

の
私

立
大

学
制

度
に

関
す

る
各

設
置

者
の

強
い

自
覚

，
自

省
を

切
に

求
め

た
い

。
ま

た
，

各
種

大
学

関
係

団
体

に
も

，
会

員
大

学
に

対
す

る
適

切
な

対
応

を
期

待
。

【
大

学
設

置
・

学
校

法
人

審
議

会
学

校
法

人
分

科
会

長
コ

メ
ン

ト
（

H
2
0
.2

.2
7
）

（
抜

粋
）

】

◇
近

年
，

新
設

早
々

学
生

確
保

に
苦

し
む

経
営

見
通

し
の

甘
い

大
学

，
校

舎
の

全
部

借
用

の
結

果
借

料
が

経
営

を
大

き
く

圧
迫

す
る

株
式

会
社

立
大

学
の

例
が

多
く

散
見

。
◇

昨
今

，
認

可
申

請
書

の
不

実
記

載
な

ど
の

不
正

申
請

，
文

部
科

学
大

臣
勧

告
を

受
け

た
株

式
会

社
立

大
学

の
例

な
ど

，
一

部
と

は
い

え
私

立
大

学
に

対
す

る
社

会
の

信
頼

を
失

い
か

ね
な

い
事

案
が

続
き

，
極

め
て

遺
憾

。
◇

設
置

認
可

に
際

し
，

「
数

値
基

準
さ

れ
ク

リ
ア

す
れ

ば
」

と
い

っ
た

低
い

意
識

の
申

請
者

が
増

加
。

◇
我

が
国

の
私

立
大

学
制

度
に

関
す

る
各

設
置

者
の

強
い

自
覚

，
自

省
を

切
に

求
め

た
い

。
ま

た
，

各
種

大
学

関
係

団
体

に
も

，
会

員
大

学
に

対
す

る
適

切
な

対
応

を
期

待
。

近
年

，
準

備
不

足
と

考
え

ら
れ

る
申

請
や

，
意

識
の

低
い

申
請

者
の

増
加

な
ど

が
散

見
。

設
置

認
可

等
の

申
請

に
つ

い
て

は
，

以
下

の
審

議
会

長
等

の
コ

メ
ン

ト
を

十
分

理
解

の
上

行
っ

て
い

た
だ

き
た

い
。
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1
5

５
．

そ
の

他

寄
附

行
為

（
変

更
）

認
可

申
請

及
び

学
部

等
の

設
置

に
係

る
届

出
に

お
い

て
，

①
偽

り
そ

の
他

不
正

の
行

為
が

あ
っ

た
者

か
ら

の
寄

附
行

為
（

変
更

）
認

可
申

請
は

，
当

該
不

正
行

為
が

判
明

し
た

日
か

ら
②

相
当

と
認

め
ら

れ

る
期

間
認

可
し

な
い

。

寄
附

行
為

（
変

更
）

認
可

申
請

及
び

学
部

等
の

設
置

に
係

る
届

出
に

お
い

て
，

①
偽

り
そ

の
他

不
正

の
行

為
が

あ
っ

た
者

か
ら

の
寄

附
行

為
（

変
更

）
認

可
申

請
は

，
当

該
不

正
行

為
が

判
明

し
た

日
か

ら
②

相
当

と
認

め
ら

れ

る
期

間
認

可
し

な
い

。

（
１

）
不

認
可

期
間

の
決

定
に

つ
い

て

過
去

の
認

可
申

請
（

認
可

，
不

認
可

，
取

り
下

げ
の

別
は

問
わ

な
い

）
又

は
学

部
等

の
設

置
に

係
る

届
出

に

お
け

る
虚

偽
の

記
載

や
不

正
な

働
き

か
け

。
以

下
，

典
型

的
な

類
型

ⅰ
)文

部
科

学
省

へ
の

提
出

書
類

の
虚

偽
記

載
又

は
重

要
な

事
実

の
記

載
の

欠
如

ⅱ
)面

接
審

査
・

実
地

調
査

時
に

お
け

る
不

正
の

行
為

ⅲ
）

そ
の

他

※
認

可
後

に
事

前
協

議
を

経
ず

に
認

可
さ

れ
た

設
置

計
画

を
変

更
し

た
場

合
も

含
ま

れ
る

こ
と

に
留

意
。

過
去

の
認

可
申

請
（

認
可

，
不

認
可

，
取

り
下

げ
の

別
は

問
わ

な
い

）
又

は
学

部
等

の
設

置
に

係
る

届
出

に

お
け

る
虚

偽
の

記
載

や
不

正
な

働
き

か
け

。
以

下
，

典
型

的
な

類
型

ⅰ
)文

部
科

学
省

へ
の

提
出

書
類

の
虚

偽
記

載
又

は
重

要
な

事
実

の
記

載
の

欠
如

ⅱ
)面

接
審

査
・

実
地

調
査

時
に

お
け

る
不

正
の

行
為

ⅲ
）

そ
の

他

※
認

可
後

に
事

前
協

議
を

経
ず

に
認

可
さ

れ
た

設
置

計
画

を
変

更
し

た
場

合
も

含
ま

れ
る

こ
と

に
留

意
。

「
重

大
な

も
の

」
（

相
当

と
認

め
る

期
間

４
～

５
年

）

・
認

可
処

分
に

重
大

な
違

法
性

が
あ

る
も

の
，

不
正

行
為

が
是

正
さ

れ
な

い
も

の
，

組
織

的
・

意
図

的
に

行
わ

れ
て

い
る

場
合

「
そ

の
他

」
（

相
当

と
認

め
る

期
間

２
～

３
年

※
軽

微
な

も
の

は
２

年
未

満
）

※
不

正
行

為
を

行
っ

た
時

点
か

ら
1
0
年

以
上

が
経

過
し

て
い

る
場

合
，

自
主

的
に

不
正

を
報

告
，

公
表

し
改

善
努

力
を

行
っ

て

い
る

と
認

め
ら

れ
る

も
の

で
，

学
生

等
の

被
害

が
生

じ
て

い
な

い
場

合
は

２
年

未
満

と
す

る
。

「
重

大
な

も
の

」
（

相
当

と
認

め
る

期
間

４
～

５
年

）

・
認

可
処

分
に

重
大

な
違

法
性

が
あ

る
も

の
，

不
正

行
為

が
是

正
さ

れ
な

い
も

の
，

組
織

的
・

意
図

的
に

行
わ

れ
て

い
る

場
合

「
そ

の
他

」
（

相
当

と
認

め
る

期
間

２
～

３
年

※
軽

微
な

も
の

は
２

年
未

満
）

※
不

正
行

為
を

行
っ

た
時

点
か

ら
1
0
年

以
上

が
経

過
し

て
い

る
場

合
，

自
主

的
に

不
正

を
報

告
，

公
表

し
改

善
努

力
を

行
っ

て

い
る

と
認

め
ら

れ
る

も
の

で
，

学
生

等
の

被
害

が
生

じ
て

い
な

い
場

合
は

２
年

未
満

と
す

る
。

①
偽

り
そ

の
他

不
正

の
行

為
が

あ
っ

た
者

①
偽

り
そ

の
他

不
正

の
行

為
が

あ
っ

た
者

②
相

当
と

認
め

ら
れ

る
期

間
②

相
当

と
認

め
ら

れ
る

期
間

-139-



1
6

①
申

請
書

類
の

一
部

変
更

手
続

き
等

（
申

請
か

ら
認

可
ま

で
の

間
の

手
続

き
）

②
設

置
計

画
の

変
更

協
議

手
続

き
等

（
認

可
後

，
完

成
年

度
ま

で
の

間
の

手
続

き
）

寄
附

行
為

（
変

更
）

認
可

申
請

書
類

に
つ

い
て

，
申

請
か

ら
認

可
ま

で
の

間
に

外
的

要
因

等
に

よ
り

や
む

を
得

ず
申

請
書

類
の

内
容

等
の

修
正

が
必

要
と

な
っ

た
場

合
に

は
，

申
請

書
類

の
一

部
変

更
手

続
き

が
必

要
。

＜
一

部
変

更
手

続
き

が
必

要
と

な
る

例
＞

○
大

学
設

置
分

科
会

の
意

見
へ

の
対

応
（

施
設

設
備

の
充

実
等

）
に

よ
り

，
設

置
経

費
が

変
更

と
な

る
例

○
工

事
等

の
契

約
を

締
結

し
た

こ
と

に
よ

り
，

設
置

経
費

が
変

更
と

な
る

例
な

ど

寄
附

行
為

（
変

更
）

認
可

申
請

書
類

に
つ

い
て

，
申

請
か

ら
認

可
ま

で
の

間
に

外
的

要
因

等
に

よ
り

や
む

を
得

ず
申

請
書

類
の

内
容

等
の

修
正

が
必

要
と

な
っ

た
場

合
に

は
，

申
請

書
類

の
一

部
変

更
手

続
き

が
必

要
。

＜
一

部
変

更
手

続
き

が
必

要
と

な
る

例
＞

○
大

学
設

置
分

科
会

の
意

見
へ

の
対

応
（

施
設

設
備

の
充

実
等

）
に

よ
り

，
設

置
経

費
が

変
更

と
な

る
例

○
工

事
等

の
契

約
を

締
結

し
た

こ
と

に
よ

り
，

設
置

経
費

が
変

更
と

な
る

例
な

ど

◇
認

可
後

，
完

成
年

度
ま

で
の

間
に

，
認

可
時

の
設

置
計

画
が

変
更

と
な

る
場

合
に

は
，

構
想

段
階

で
，

あ
ら

か
じ

め
私

学
行

政
課

法
人

係
に

相
談

す
る

こ
と

が
必

要
。

◇
事

前
協

議
な

く
設

置
計

画
を

変
更

し
た

場
合

に
は

，
大

学
設

置
・

学
校

法
人

審
議

会
に

お
い

て
対

応
を

審
議

。
（

内
容

に
よ

っ
て

は
「

不
認

可
期

間
の

決
定

」
に

つ
な

が
る

場
合

も
あ

る
の

で
留

意
が

必
要

。
）

＜
設

置
計

画
の

変
更

協
議

が
可

能
と

な
る

例
＞

○
認

可
時

の
設

置
計

画
を

確
実

に
履

行
し

た
う

え
で

，
さ

ら
に

施
設

等
の

充
実

を
は

か
る

も
の

。
○

新
た

な
学

部
等

の
設

置
認

可
申

請
に

よ
り

，
設

置
計

画
を

変
更

せ
ざ

る
を

得
な

い
も

の
。

○
道

路
等

の
付

け
替

え
等

◇
認

可
後

，
完

成
年

度
ま

で
の

間
に

，
認

可
時

の
設

置
計

画
が

変
更

と
な

る
場

合
に

は
，

構
想

段
階

で
，

あ
ら

か
じ

め
私

学
行

政
課

法
人

係
に

相
談

す
る

こ
と

が
必

要
。

◇
事

前
協

議
な

く
設

置
計

画
を

変
更

し
た

場
合

に
は

，
大

学
設

置
・

学
校

法
人

審
議

会
に

お
い

て
対

応
を

審
議

。
（

内
容

に
よ

っ
て

は
「

不
認

可
期

間
の

決
定

」
に

つ
な

が
る

場
合

も
あ

る
の

で
留

意
が

必
要

。
）

＜
設

置
計

画
の

変
更

協
議

が
可

能
と

な
る

例
＞

○
認

可
時

の
設

置
計

画
を

確
実

に
履

行
し

た
う

え
で

，
さ

ら
に

施
設

等
の

充
実

を
は

か
る

も
の

。
○

新
た

な
学

部
等

の
設

置
認

可
申

請
に

よ
り

，
設

置
計

画
を

変
更

せ
ざ

る
を

得
な

い
も

の
。

○
道

路
等

の
付

け
替

え
等

申
請

書
類

の
一

部
変

更
や

認
可

後
の

設
置

計
画

変
更

に
つ

い
て

は
，

外
的

要
因

等
の

や
む

を
得

な
い

場
合

に
の

み
認

め
ら

れ
る

も
の

で
あ

る
こ

と
を

十
分

理
解

の
う

え
，

申
請

書
類

，
設

置
計

画
に

つ
い

て
は

精
緻

に
作

成
し

提
出

す
る

こ
と

。

申
請

書
類

の
一

部
変

更
や

認
可

後
の

設
置

計
画

変
更

に
つ

い
て

は
，

外
的

要
因

等
の

や
む

を
得

な
い

場
合

に
の

み
認

め
ら

れ
る

も
の

で
あ

る
こ

と
を

十
分

理
解

の
う

え
，

申
請

書
類

，
設

置
計

画
に

つ
い

て
は

精
緻

に
作

成
し

提
出

す
る

こ
と

。

（
２

）
設

置
計

画
等

の
変

更
に

つ
い

て
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1
7

以
下

の
申

請
は

，
都

道
府

県
知

事
を

経
由

し
て

行
う

こ
と

が
必

要
。

（
私

立
学

校
法

施
行

令
第

２
条

）

①
大

臣
所

轄
法

人
が

知
事

所
轄

学
校

を
設

置
す

る
場

合
の

寄
附

行
為

変
更

の
認

可
申

請

②
知

事
所

轄
法

人
が

大
学

等
を

設
置

す
る

場
合

の
寄

附
行

為
変

更
（

組
織

変
更

）
の

認
可

申
請

③
合

併
の

当
事

者
が

知
事

所
轄

法
人

で
，

合
併

後
の

法
人

が
大

臣
所

轄
と

な
る

場
合

の
合

併
認

可
申

請

（
４

）
都

道
府

県
知

事
を

経
由

し
た

申
請

（
５

）
申

請
書

類
の

公
開

◇
学

生
等

の
消

費
者

保
護

を
図

る
と

と
も

に
，

よ
り

透
明

な
設

置
認

可
行

政
を

実
現

す
る

な
ど

の
観

点
か

ら
，

平
成

２
３

年
度

開
設

分
か

ら
，

大
学

等
の

設
置

に
係

る
寄

附
行

為
（

変
更

）
認

可
申

請
書

類
に

つ
い

て
，

文
部

科
学

省
の

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

に
掲

載
。

（
大

学
等

の
設

置
認

可
申

請
書

類
は

，
平

成
２

２
年

度
開

設
分

か
ら

掲
載

。
）

◇
こ

れ
に

よ
り

，
申

請
書

類
の

虚
偽

記
載

な
ど

の
不

正
を

抑
制

す
る

効
果

を
併

せ
て

期
待

。

◇
学

校
法

人
自

ら
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
へ

の
掲

載
等

に
よ

り
積

極
的

な
情

報
公

開
を

行
う

こ
と

が
望

ま
し

い
。

※
文

部
科

学
省

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

へ
の

掲
載

書
類

は
，

次
項

の
と

お
り

。
な

お
，

様
式

名
称

・
番

号
等

に
つ

い
て

は

現
行

告
示

に
お

け
る

名
称

等
に

よ
る

。
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1
8

以
下

の
書

類
に

つ
い

て
，

「
個

人
に

関
す

る
情

報
や

学
校

法
人

の
権

利
，

競
争

上
の

地
位

そ
の

他
正

当
な

利
益

を
害

す
る

お
そ

れ
が

あ
る

情
報

」
，

「
大

学
設

置
等

の
認

可
申

請
書

の
う

ち
既

に
公

開
し

て
い

る
情

報
」

を
除

き
掲

載
。

①
寄

附
行

為
（

寄
附

行
為

変
更

の
場

合
，

新
旧

対
照

表
を

含
む

）

②
設

置
経

費
及

び
経

常
経

費
並

び
に

そ
の

支
払

い
計

画
を

記
載

し
た

書
類

（
様

式
第

４
号

そ
の

１
）

③
設

置
経

費
及

び
経

常
経

費
の

財
源

の
調

達
方

法
を

記
載

し
た

書
類

（
様

式
第

４
号

そ
の

４
）

④
財

産
目

録
総

括
表

（
様

式
第

６
号

そ
の

２
）

（
小

科
目

及
び

負
債

率
を

除
く

）

⑤
貸

借
対

照
表

（
学

校
法

人
会

計
基

準
に

規
定

す
る

小
科

目
及

び
注

記
を

除
く

）

⑥
事

業
計

画
（

様
式

第
７

号
そ

の
１

）
（

施
設

又
は

設
備

の
整

備
計

画
の

う
ち

事
業

費
及

び
財

源
を

除
く

）

⑦
資

金
収

支
予

算
決

算
総

括
表

（
様

式
第

１
０

号
そ

の
１

）
（

新
設

校
分

）

⑧
消

費
収

支
予

算
決

算
総

括
表

（
様

式
第

１
０

号
そ

の
２

）
（

新
設

校
分

）

以
下

の
書

類
に

つ
い

て
，

「
個

人
に

関
す

る
情

報
や

学
校

法
人

の
権

利
，

競
争

上
の

地
位

そ
の

他
正

当
な

利
益

を
害

す
る

お
そ

れ
が

あ
る

情
報

」
，

「
大

学
設

置
等

の
認

可
申

請
書

の
う

ち
既

に
公

開
し

て
い

る
情

報
」

を
除

き
掲

載
。

①
寄

附
行

為
（

寄
附

行
為

変
更

の
場

合
，

新
旧

対
照

表
を

含
む

）

②
設

置
経

費
及

び
経

常
経

費
並

び
に

そ
の

支
払

い
計

画
を

記
載

し
た

書
類

（
様

式
第

４
号

そ
の

１
）

③
設

置
経

費
及

び
経

常
経

費
の

財
源

の
調

達
方

法
を

記
載

し
た

書
類

（
様

式
第

４
号

そ
の

４
）

④
財

産
目

録
総

括
表

（
様

式
第

６
号

そ
の

２
）

（
小

科
目

及
び

負
債

率
を

除
く

）

⑤
貸

借
対

照
表

（
学

校
法

人
会

計
基

準
に

規
定

す
る

小
科

目
及

び
注

記
を

除
く

）

⑥
事

業
計

画
（

様
式

第
７

号
そ

の
１

）
（

施
設

又
は

設
備

の
整

備
計

画
の

う
ち

事
業

費
及

び
財

源
を

除
く

）

⑦
資

金
収

支
予

算
決

算
総

括
表

（
様

式
第

１
０

号
そ

の
１

）
（

新
設

校
分

）

⑧
消

費
収

支
予

算
決

算
総

括
表

（
様

式
第

１
０

号
そ

の
２

）
（

新
設

校
分

）

＜
文

部
科

学
省

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

へ
の

掲
載

書
類

＞
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1
9

（
６

）
寄

附
行

為
（

変
更

）
認

可
後

の
財

政
状

況
，

施
設

等
整

備
状

況
調

査
（

ア
フ

タ
ー

ケ
ア

）

①
調

査
の

趣
旨

・
認

可
時

の
留

意
事

項
が

確
実

に
履

行
さ

れ
て

い
る

か
を

確
認

し
，

併
せ

て
学

校
法

人
の

経
営

の
実

態
及

び
施

設
・

設
備

等
の

整
備

の
進

捗
状

況
を

把
握

。
・

学
校

法
人

の
健

全
な

経
営

の
確

保
の

た
め

の
指

導
・

助
言

。

②
調

査
対

象
法

人
原

則
と

し
て

，
設

置
後

完
成

年
次

に
達

す
る

ま
で

の
間

の
学

校
法

人
。

③
調

査
方

法
・

書
類

調
査

，
実

地
調

査
の

い
ず

れ
か

の
方

法
で

原
則

と
し

て
毎

年
度

１
回

実
施

。
・

実
地

調
査

は
，

法
人

新
設

，
大

学
・

短
期

大
学

新
設

等
の

場
合

に
，

設
置

学
部

等
が

完
成

年
次

に
達

す
る

年
度

に
実

施
。

（
必

要
が

あ
る

場
合

は
そ

の
都

度
実

施
。

）

④
調

査
内

容
留

意
事

項
の

履
行

状
況

，
施

設
・

設
備

の
整

備
状

況
，

役
員

の
就

任
状

況
，

事
務

組
織

の
整

備
状

況
，

入
学

者
の

状
況

，
資

産
及

び
収

支
の

状
況

な
ど

⑤
調

査
結

果
の

報
告

等
調

査
の

結
果

，
学

校
法

人
に

対
し

指
導

，
助

言
す

べ
き

事
項

が
あ

る
場

合
は

，
学

校
法

人
分

科
会

の
議

を
経

て
，

学
校

法
人

に
通

知
し

，
調

査
結

果
を

公
表

。
※

２
６

年
度

調
査

か
ら

従
来

の
留

意
事

項
・

そ
の

他
意

見
を

①
是

正
意

見
，

②
改

善
意

見
，

③
そ

の
他

意
見

の
３

区
分

に
再

編
。

①
調

査
の

趣
旨

・
認

可
時

の
留

意
事

項
が

確
実

に
履

行
さ

れ
て

い
る

か
を

確
認

し
，

併
せ

て
学

校
法

人
の

経
営

の
実

態
及

び
施

設
・

設
備

等
の

整
備

の
進

捗
状

況
を

把
握

。
・

学
校

法
人

の
健

全
な

経
営

の
確

保
の

た
め

の
指

導
・

助
言

。

②
調

査
対

象
法

人
原

則
と

し
て

，
設

置
後

完
成

年
次

に
達

す
る

ま
で

の
間

の
学

校
法

人
。

③
調

査
方

法
・

書
類

調
査

，
実

地
調

査
の

い
ず

れ
か

の
方

法
で

原
則

と
し

て
毎

年
度

１
回

実
施

。
・

実
地

調
査

は
，

法
人

新
設

，
大

学
・

短
期

大
学

新
設

等
の

場
合

に
，

設
置

学
部

等
が

完
成

年
次

に
達

す
る

年
度

に
実

施
。

（
必

要
が

あ
る

場
合

は
そ

の
都

度
実

施
。

）

④
調

査
内

容
留

意
事

項
の

履
行

状
況

，
施

設
・

設
備

の
整

備
状

況
，

役
員

の
就

任
状

況
，

事
務

組
織

の
整

備
状

況
，

入
学

者
の

状
況

，
資

産
及

び
収

支
の

状
況

な
ど

⑤
調

査
結

果
の

報
告

等
調

査
の

結
果

，
学

校
法

人
に

対
し

指
導

，
助

言
す

べ
き

事
項

が
あ

る
場

合
は

，
学

校
法

人
分

科
会

の
議

を
経

て
，

学
校

法
人

に
通

知
し

，
調

査
結

果
を

公
表

。
※

２
６

年
度

調
査

か
ら

従
来

の
留

意
事

項
・

そ
の

他
意

見
を

①
是

正
意

見
，

②
改

善
意

見
，

③
そ

の
他

意
見

の
３

区
分

に
再

編
。
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評
議

員
会

，
理

事
会

で
寄

附
行

為
変

更
の

議
決

（
※

）

文
部

科
学

省
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
に

掲
載

（
学

部
等

の
設

置
の

み
）

（
７

）
寄

附
行

為
変

更
の

届
出

手
続

き
等

2
0

私
立

大
学

の
学

部
等

の
届

出
設

置
（

授
与

す
る

学
位

の
種

類
及

び
分

野
の

変
更

を
伴

わ
な

い
も

の
）

等
に

係
る

寄
附

行
為

変
更

の
届

出
に

つ
い

て
は

，
以

下
の

流
れ

を
参

照
。

私
立

大
学

の
学

部
等

の
届

出
設

置
（

授
与

す
る

学
位

の
種

類
及

び
分

野
の

変
更

を
伴

わ
な

い
も

の
）

等
に

係
る

寄
附

行
為

変
更

の
届

出
に

つ
い

て
は

，
以

下
の

流
れ

を
参

照
。

○
私

立
大

学
の

学
部

等
の

設
置

（
授

与
す

る
学

位
の

種
類

及
び

分
野

の
変

更
を

伴
わ

な
い

も
の

）
及

び
廃

止

○
設

置
廃

止
を

伴
わ

な
い

大
学

等
の

名
称

変
更

教
授

会
，

評
議

員
会

（
必

要
な

場
合

）
，

理
事

会
で

学
則

変
更

の
議

決

評
議

員
会

，
理

事
会

で
寄

附
行

為
変

更
の

議
決

（
※

）

○
事

務
所

の
所

在
地

の
変

更

○
公

示
の

方
法

の
変

更

学
部

等
設

置
届

出
書

（
設

置
の

場
合

）
，

学
則

変
更

届
出

書
（

廃
止

，
名

称
変

更
の

場
合

）
を

提
出

寄
附

行
為

変
更

届
出

書
の

提
出

（
登

記
後

，
登

記
事

項
変

更
登

記
完

了
届

を
提

出
）

（
※

）
は

，
ど

ち
ら

か
１

度
で

可
。
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＜
参

考
資

料
＞ 2

1

文
部

科
学

大
臣

所
轄

の
学

校
法

人
数

等
の

推
移

1
5

1
6

1
7

1
8

1
9

2
0

2
1

2
2

2
3

2
4

2
5

2
6

法
人

数
6
5
8

6
6
3

6
6
0

6
6
5

6
6
9

6
7
1

6
7
2

6
6
8

6
6
9

6
7
3

6
7
1

6
6
7

新
設

法
人

に
よ

る
増

2
3

1
3

0
3

1
1

0
3

0
1

知
事

所
轄

か
ら

の
移

行
に

よ
る

増
0

5
1

4
6
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